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荷
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れ
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叫
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れ
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収
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台
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検
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叫
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す
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れ
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収
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と
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て
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る
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え
ず
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引
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＋
え
確
保
の
波
茂
は
げ
一
較
的
弱
い
h

一
こ
か
ら
、
午
効
市
宇
田
ん
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払
げ
て
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え
て
も
ふ
い
こ
す
る
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判
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あ
り
う
る
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し
か
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／
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／
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権
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さ
れ
て
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れ
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、
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引
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に
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も
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配
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を
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ざ
る
九
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あ
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う
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あ
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発
行
に
」
っ
て
口
己
に
ζ

む
よ
う
ぷ
影
響
が
及
ぶ
の
か

hv
判
一
汎
［
rL
〈
し
滋
ム
ロ
J
b

心
ノ
ド
く
は
い
υ

そ
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し
七
作
品
合
に
は
、

日
新
株
予
約
桧
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八
刈
訂
段
唱
て
株
～
ー
や
か
げ
た
株
予
約
柱
内
刀
引
の
ヰ
止
事
山
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き

に
く
く
、
ギ
止
下
内
心
立
社
疎
川
ツ
、
u
到
し
い
む
で
、
著
止
め
に
よ
る
救

J

止
の
機
能
戸
一
九
域
が
比
較
的
技
く
、
そ
の
に
句
、
血
山
川
市
内
を
杭

日
る
こ
1
／
で
株
主
の
救
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を
凶
る
べ
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で
あ
る
と
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判
川
て
忘
る

P

ま
f
、
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収
仏
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あ
る
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プ
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台
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、
新
株

pr約
権
の
党
行
手
続
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収
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仁
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り
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よ
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し
り
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、
先
行
役
に
伝
け
る
法
治
手
段
の
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川
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手
求
め
、
つ
れ
る

一一
J

、一一、

犬
、
ち
に
い

あ
？
っ
る
批
判
に
日
｛
一
に
の
合
担
性
川
ず
あ
る
が
、
わ
げ
に
、
剥
件
予
約
権
交
行
の
無
効
山
町
t
は
な
ほ
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与
し
れ
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J

今一、

》

L
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つ
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三
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う
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凶
行
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十
日
日
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ぱ
す
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響
が
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別
し
に
く
い
場
合
に
は
、

に
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ザ
ヤ
干
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い
↑
つ
の
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、
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事
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が
為
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と
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小
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か
な
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ま
ま
、

の
訴
え
C
国
民
品
期
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的
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る
助
事
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う
る
。
ま
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、
新
株
4
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権
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発
行
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は
陪
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は
限
抗
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ー
は
く
、
発
行
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に
不
ψ
！
性
が
顕
在
化
？
？
る
場
合
に
し
て
も
、
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本
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に
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、
逃
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味
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約
権
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行
／
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く
、
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制
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約
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行
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の
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え
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が
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き
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目
前
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司
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し
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、
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権
発
行
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け
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収
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予
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叶
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れ
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発
行
ボ
十
行
ん
い
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
う
る
と
こ
ろ
、
そ
の
訴
え
に
は
開
札
前
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さ
れ
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は
h
7
株
式
発
行
守
に
つ
い
て
も
、

そ
の
以
内
d
め
や
担
対
一
り
も
王
張
が
認
め
ら
れ
る
へ
小
拍
子
生
じ
ゐ
口
も
と
y
d
h

、
新
品
洋
子
約
権
発
行
木
作
布
伴
訟
の
本
山
え
が
に
れ
一
は
こ
投
前

T
伐
と
な
h
り
う
る
か
は
、
何
刊
JJF株
予
約
依
光
行
の
士
仔
止
事
由
と
な
る
の
か
、
新
株

f
約
権
先
行
に
不
有
11宇
出
げ
を
ぬ
る
川
崎
台
に
心

っ
さ
新
株
予
約
鮮
の
行
使
に
と
も
な
う
株
式
発
行
日
？
の
『
羽
力
を
レ
、
の
よ
う

の
か
と
w

っ
た
向
山
知
に
依
介
入
9
る
か
ら

L

J
、ノ

才
じ

d

問
問
と
あ
わ
ザ
て

五
で
休
刊
号
に
す
る
、
」
と
に
し
た
い

日
鉄
株
子
仙
利
権
心
行
使
に
」
ー
も
な
ろ
株
f

人
発
行
当
む
さ
リ
め

{;t' ;.c!7梓発？γν〉九三脱乙万円、主主μ

会
社
法
二
一

O
条
の
類
推
溺
用
の
司
市
口

新
株
予
約
協
が
先
行
さ
れ
た
役
、

新
株
下
約
持
者
が
権
利
を
行
使
す
る
と
、
会
引
は
？
？
ユ
問
者
に
株
式
を
が
刊
行
、
二

ま

rは
目

］件
1
山
J
U三
位
一
パ
ザ
ャ

一
U
Hい
れ
ム
7
rん

H
U
 トヨザハ》一」
3
」一にふ
γ
dワ
h
v
v
v

の
発
行
等
に
つ
い
て
ム
ぶ
伝
法

の
一
条
の
類
推
池
田
は
認
め
、
い
ノ
れ
る

メ
て
ム
ノ
V

〕

の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
三
こ
は
、
回
ハ
刑
γ
的
に
は
、
日
剥
校
予
約
持
た
行
に
応
叫
叫
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
新
株

y
約
権
品
川
犬
行
に
取
仇
は
な
い

が
新
れ
が
予
約
株
幻
p
打
便
が
違
法
で
あ
る
場
甘
に
問
忍
；
、
lq
る
υ

持
王
加
叫
ん
μ
で
の
タ
グ
然
派
校
符
を
j
Fい
と
し
ん
一
訴
叫
予
約
権
加
償
金
丸
当
て
が
行
ば
わ
れ
た
ん
J

。）

め
、
は
i

か
ψ
i
該
新
株
子
約
権
の
行
使
げ
！
と
も
な
う
訴
株
会
一
む
の
さ
と
止
似
処
分
」
／
｝
申
し
立
て
ー
～
と
こ
ろ
、
町
市
仮
処
分
決
定
、
保
全
共
議

手
作
決
定
お
よ
び
保
全
抗
告
主
汗
決
む
の
い
ず
れ
も
、
会
引
法
二
（
鉱
山
比
一
事
凶
が
お
る
こ
と
JE
別
記
に
、
波
処
分
心
中
？
υ

作
杭
汁
慌
を
み
る
／
｝
、

。と

4

ノ
1
有
和
牛
l
ι
γ
に
中
小
、

：
i｝

l
v
 

（

U
久
7
4
C
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r
L
L
J
i
u
H
A
ゆい

l

J
｝

」

マ
一
立
手
1
l
k
f
t

こ
れ
に
対
1
1
月
j

前
上
は
、
祈
伝
子
約
時
刊
の
わ
憶
に
こ
4
q
F
7
7作
式
叫
拾
わ
壮
一
ー
に
つ
い
て
公
祉
法
二
口
奈
の
鎖
池
小
円
相

μを
認
め
る
の

は
妥
当
て
な
く
、
む
し
ろ
株
土
は
、
新
株
JY約
濯
の
八
百
行
以
効
の
訴
え
ヘ
ム
百
吐
八

頃
川
刊
什
す
）
十
本
来
；
、
し
亡
、
新
幹
予
約
権

の
ん
竹
効
糾
い
や
ー
川
誌
と

L
て
会
社
小
／
）
4hv

利
一
嵐
山
一
執
行
停
J
H
z
ぜ
求
め
る
仮
の
地
位
ム
ケ
況
比
る
似
処
分
の
山
甲
げ
て
を
ザ
ヲ
デ
さ
で
為
る
こ
す
る

F
」
鮮
が
唱
え
ら
れ
て
い

こ
の
L4川
町
が
会
社
法
一
へ
し
ん
ホ
の
類
推
治
則
に
消
巧
お
な
の
は
、
同
条
は
会
社
の
機
間
一
の
行
為
ん
と
十
7
u止

め
る
も
の
で
あ
り
G
C
に
対
し
、

JF株
予
約
鮮
は
形
成
権
で
あ
り
、

の
行
為
を
待
九
一

rJに
新
株
、
r約
一
位
一
若
げ
か
妹
、
ド
工
と
な

7

匂
と

レ
う
逝
併
（
巾
1
扶…八北川川説）
JUγ

弘前
u
h
F
L
す
る
も
の
で
あ
る
c

仇
こ
の
粂
丈
一

し
て
挙
げ
ら
、
れ
ど
い
る
の
は
会
社
法

へ
二
条
で

め
る
た
し
か
に
会
社
竺
八

条
は
一
新
株
子
約
権
女
訂
佼
し
た
野
株
予
約
持
持
は
、
当
つ
は
新
株
子
約
柊
吉
行
桔
い
し
た
日
に
、
レ
ー
ユ
川

新
日
刊
予
約
悼
炉
心
け
れ
，
で
あ
る
株
λ
の
株
ム
下
と
な
る

と
境
R

止

L
て
い
る
と
こ
ろ
、

同
た
は
、
新
日
刊
予
約
棒
高
u
m
d

一
別
件
付
予
約
権
行
伎
の
い

二、

ψ
J
h
k川〕
げ

（
会
社
心
行
為
を
粁
ず
こ

り
一
み
よ
り
は
的
ゼ
あ
る
は
よ
り
株
i
と
な
る
と
用
除
ず
る
こ
と
が
可
院
で
J

の
る
か
ら
、
勺
然
治
効

説
T
／一秩ム円前，
C
あ
る
と
い
え
る
べ

V

れ
ら
の
－
決
党
効
誠
心
配
収
拠
月
決
一
戸
一
的
公
も
の
で
は
な
く
、
刊
判
株
マ
J
約
桟
の
行
使
に

は
公
せ
機
川
同

れ
与
、
心
掛
推
抗
日
を
認
の
る
こ
乙
も
一
口
一
誌
で
あ
る
J
う
に
出
わ
れ
る
、

て
い
る
乙
み
て
、
九
百
社
川
中
山

ど
し
か
に
会
代
法
八
ぷ
告
の
広
三
は
r

M

九
一
党
効
税
〆
」
笠
合
的
で
あ
る
が
、
い
は
一
九
州
、
九
百
祉
法

条
二
サ
山
川
、
新
株

γ約
怪
の

γZ4刊と

し
て
一
株
式
会
引
に
対
）
て
仁
伎
一
0
2

ヅ
ヲ
一
と
に
よ
り
当
該
体
i
ハ
ム
な
れ
り
株
式
の
父
刊
を
受
け
る
、
｝
乙
が
下

df臼
r池
利
を

γつ
」
と
想
定

L
て
J

る
。
、

γれ
は
、
新
株
子
約
濯
が
わ
伎
さ
れ
ー
γ
場
台
、
会
社
は
新
叫
沖
合
発
行
ー
で
も
4
ρ

し
、
は
己
株
式
の
処
分
を
し
と
も
よ
い

z、－
w、
~j 

い
ず
れ
の
刀
法
に
よ
る
か
を
渋
定
し
亡
、
川
保
ペ
ケ
交
付
す
る
J
h
q
w
つ
夫
社
慌
慌
の
行
為
、
ん
存
在
し
て
レ
る
w

ーど

ヘ
会
社
？
父
付
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一
点
）
寸
一
反
覗
7

し
た
も
の
と
図
解
で
き
る
臼
己
株
式
を
保
L
h
L
E
い
ま
い
場
合
に
問
、
会
引
は
新
株
資
行
の
方
法
に
L
L

る、
J
F
な
い
が
、

与
う
か
と
い
っ
て
、
公
社
が
日

I

伝
式
J
f

保
む
し
て
い
心
地
ム
ロ
と
そ
ヘ
で
な
い
場
合
三
、
、
新
杭
予
約
棒
の
行
使
に
と
も
伝
う
村
式
交

じ
与
す
の
法
仰
い
r

関
係
が
異
な
る
の
は
不
自
然
と
あ
る
か
っ
、
会
当
が
山
己
株
式
を
保
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
什
機
関

の
行
H

叫
ん
ゼ
概
念
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
止
、
般
に
析
は
予
約
権
の
法
的
性
質
は
形
成
r他
で
忘
る
〆
｝
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
こ
か
ら

人
間
連
必
山
吹
ー
に
ψ
i
伏
、
発
品
川
前
主
主
μ

れ
る
わ
け
で
は
は
い
。
形
成
～
症
の
れ
辿
は
法
律
日
m
r
h
仰
の
代
江
市
、
芳
一
夜
、
泊
滅
を
も
に
す
刀
、
牛
じ

る
法
作
詩
係
は

物
校
判
官
苅
日
係
へ
株
式
が
交
刊
さ
れ
て
抹
ヒ
と
な
る
、
に
浪
人
れ
ず
、
伯
権
均
係
（
会
社
、
β

株
式
を
交
付
リ
す
る
債
務

を品い
γ
つ）

H
m
H
P
f

じ
る
ご
と
も
あ
る
乙
を
し
と
、
』
R
f碓
即
時
日
係
が
4
じ
る
と
ゲ
る
と
き
に
は
、
九
日
札
機
円
悼
の
行
為
hv
鋭
念
「
る
こ
と
は
可
能

一
ミ
コ

サ

r
h
d
ジ一

J

J

l

 
川
市
一
肉
、
新
株
チ
約
権
主
債
権
限
係
主
宰
じ
さ
ゼ
る
形
脱
佐
で
み
る
と
理
解
し
す
7
う
え
で
、
新
日
刊
予
約
悼
炉
心
行
使

F

い
と
も
ほ
う
株
式
党

行
以
で
は
会
引
の
表
誇
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
吉
同
一
ル
刊
に
、
ぷ
の
γ
什
止
め
が
－
訂
さ
れ
な
い
と
す
る
見
解
’
も
あ
り
う
る
c

し
ん
d
k
こ
の
比

{;t' ;.c!7梓発？γν〉九三脱乙万円、主主μ

H
V打
、
1
九人》巳ト志、

i

p－

－

j
l
y
 
一
二
口
タ
ふ
り
頒
雌
透
明
山
よ
る
と
A
Hめ
だ
け
で
す
ぷ
く
、
新
株
予
約
権
の
先
行
期
効
の
訴
、
丸
山
乙

4
4、
と
ず
る
r
恨
の
地
伶
や
L

る
似
h
u八
γ
の
刊
げ
て
も
川
、

γ々
、
♂
さ
れ
ー
？
い
一
、
、
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
ょ
の
帰
結
が
妥
コ
で
1
6

い
の
は
明
っ
し
m
’
で
あ
る

ν

ま
た
、

品
免
除
l

人
山
党
行
M

U

に
お
い
亡
、
幕
日
丈
校
式
の
訓
当
て
な
受
H
Lぺ
JL受
人
は
、
山
資
の
履
行
主
、
に
～
と
き
に
さ
夜
山
一
長
株
式
の
訴
と

主
る
乙
規
定
さ
れ
て
い
る

ぷi

。
九
条
二
戸
」
川
J
規
定
は
、
れ
資
川
J
M
収
じ
を
条
件
に
、
会
甘
い
小
引
交
人
に
笠
人
を
交
付
す
る
が
え
務

い
る
が
、
従
来
、
可
胤
だ
の
ゆ
え
に
苓
安
、
株
式
の
先
む
叫
す
の
ヤ
止
め
が
許
さ
れ
な
い
と
す
る
議

を
何
？
っ
己
円
Jffι
め
た
も
の

7
一

人間は’
m

ら
れ
日
か
コ
た
。
ぞ
れ
J

川、

rzdめ
h
r
許
さ
れ
な
い
エ
す
る
札
一
市
掛
川
ら
か
に
不
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
に
か
ノ
で
占
め
る

と
理
解
さ
れ
る

U
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既
浅
の
よ
う
に
、
当
然
記
効
一
試
の
論
吾
は
、
株
土
は
新
株

p

十
約
権
の
流
行
呈
効
の
訴
え
を
え
案
と
し
て
、
山
川
株
予
約
棒
の
ず
午

効
M
U
を
が
提

rlぷ
I

、
九
百
社
が
／
｝
る
住
者
幻
試
行
的
H
jを
止
め
る
似
の
泊
川
？
？

る
仮
処
分
を
！
一

L
d
て
る
戸
、
と
が
で
き
る
と
し
て
い

る」

1
d
L
Z
Lっ
し
七
仮
い
処
分
の
中
止
で
を
認
め
れ
ば
分
で
あ
っ
て
、
会
斗
寸
法
二
一
心
条
の
策
提
迎
用
に
ぷ
る
芯
i
止
め
を
認
め
る
必
民

は
な
J

ご
い
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、

f
「
誌
の
議
論
に
み
文
益
は
L
立
し
い
い
一
と
に
な
る
ハ

し
九
M
L
、
新
刊
予
約
権
心
発
行
旅
効
の
訴
え
ん
て
本
案
と

ず
る
似
処
分
の
山
中

v一
て
が
認
氏
ら
れ
る
と

L
て
も
、
刊
が
よ
れ
ば
間
話
と
は
る
照
批
h
v
v
拘
株

γ約
怪
パ
FAHの
加
効
下
山
に
該
当
す
る
場
台
ピ

浪
ら
れ
る
か
ら
、

た
と
え
ば
新
体

r約
権
の
権
利
行
使
期
間
同
の
け
船
出
向
が
叩
明
日
米
し
て
レ
な
い
の
に
権
利
行
旬
、
い
さ
れ
る
場
合
仕
ど
、

予
約
桂
三
哩
も
け
い
な
行
使
に
と
も
う
ほ
う
株
式
発
r什
些

Jr抹
で
が
莱
l
止
仏
り
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
対
ー
チ
に
き
な
い
〈
も
と
よ
り
、
子
炉
）
し

ド
ー
一
以
処
分
心
は
か
に
も
、

取
締
役
会
決
議
の
伽
効
慌
芯
一
山
住
あ
る
い
は
株
式
発
行
作
け
の
加
…
劾
確
認
訴
権
ロ
ど
古
被
保
全
椛
利
と
す
る
仮

処
分
ほ
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
リ
工

1
ン
ョ
ン
心
仮
処
分
む
中
リ
こ
－

zcえ
ら
れ
る
が
、
公
社
＋
）
い

め
f
1ぷ
け
れ
ば
い
円
同
地
で
き
な
い
%
台
、
も
忘
る
で
－
あ
ろ
う

v

主
た
、
株
主
け
や
剥
株
予
約
祐
光
行
旬
効
（
U
訴
ヌ
な
と
を
出
町
む
「
る
こ
と
な
く
、

一
（
正
れ
の
日
銀
峰
、
芯
川
市
に
某
づ
く
い
片
止

新
体
予
約
権
念
行
ヤ
／
｝
も
作
品
二
J
M
付
よ
内
九
九
年
ァ
〈

U
t
A
H
Zぷ
を
す
る
、
｝
と
を
土
h
f
と
い
う
立
は
で
も
、
ふ

Alrい
い
一
二
（
リ
条
の
頒
峰
池
田
川
や
L

認
め
る
べ
き
必
長
M
M
占
め
る
と
い
、
え
る

v

な
お
、
こ
の

一
口
一
条
の
類
推
、
世
尽
に
よ
る
｝
｛
ん
じ
め
が
認
め
、
り
れ
ゐ
と
解
す
る
場
ム
円
で
も
、
校
一
：
は
、
新
刊
郎
予
約
権
い

の
訴
え
t
Z
4

本
l

山主

ζ
L
て
仮
処
分
の
凶
け
ま
I
Yな
い
妨
げ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い

J

こ
れ
ら
二
つ
の
仮
処
分
は
別
個
の
制
度
に
基

で
あ
る
」

っ
く
ー
も
の
で
為
っ
て
、

が
新

Jpf約
十
住
先
行
ト
ザ
ホ
幼
の
訴
え
J

ど
提
起

L
～
ー
う
え
さ
、

ず
る
ま
で
の
同
に
新
味
子
約
怪
タ
土
佐
六
れ
る

い
と
νワ
t
る
場
合
に
は
、
ム
ム
打
法

C
条
の
絞
推
ト
起
用
に
よ
タ
匂
三
止
め
一

C
は
仕
ノ
＼

J
U
L
ろ
い
ぬ
株
予
約
採
り
パ
疋
／
h
M
t効
の
訴
え
中
長
ー
す
μ

／7
u
f
仮
処
分
中
山
中
L
立
て
る
の
一
が
紛
で
お
／
J
3
0

新
株
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新
株
予
約
権
の
符
使
に
と
も
ム
亨
フ
株
式
発
行
等
の
斧
止
世
帯
回

新
作
予
約
絡
の
行
使
に
乙
本
な
う
校
式
先
行
手
に
つ
い
て
、
会
計
法
一
二
心
条
の
…
税
指
泊
尽
に
よ
る
芯

1

川
止
め
が
訟
の
ら
れ
る

／
）

L
亡
、
げ
の

p

＋
記
事
山
一
は
こ
の
よ
う
な
J

伐の

へ
き
な
の
亡
あ
ろ
う
か
。

品
叫

4
例
会
人
る
と
、
前
川
止
の
ど
コ
イ
事
件
心
的
中
仮
処
分
決
定
は
、
新
株
チ
約
権
の
党
ノ
れ
ず
J
続
に
会
社
作
一
四
じ
条
市
立
青
止
市
中
市
川
が
あ

る
場
合
に
は
、
当
北
刑
判
禄
予
約
a
慌
の
行
使
に
こ
も
な
う
味
ぷ
一
一
ノ
仁
等
に
つ
い
て
も
当
扶
、
に
会
社
t
比
二

ド
ノ
条
の
さ
J
M
事
由
が
あ
司
令
、
、
川

示
し
て
お
打
、
そ
の
判
今
小
は
、
何
事
件
の
保
ん
ア
誠
一
訳
出
十
円
決
定
お
よ
び
保
全
抗
日
宇
件
決
定
で
も
そ
の
王
正
引
刷
さ
れ
て
い
司
る
。
し
か

［
、
一
」
号
し
た
ピ
コ
ノ
字
引
決
定
の
判
不
を
文
字
通
り
に
読
む
と
、
以
ト
心
一
つ
り
さ
味
で
、
ム
五
日
引
法
二
一

C
条
の
開
店
刊
浅
川
に
よ
る

キ
リ
事
山
が
止
さ
に
す
ぎ
て
、

妥
当
て
な
い
よ
う

弘
前
一
に
、
ピ
「
イ
事
件
決
定
に
上
れ
ば

新
株
予
約
村
光
行
？
九
州
効
事
由
に
該
当
L
G
い
HLh
止
事
出
が
あ
る
に
す
ぎ
州
市
い

件
、
ト
は
中
f
該
新
株
J
Y
約
権
の
行
使
に
1
／
も
な
う
株
式
発
行
F
J
1む
γ什
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

f

川
崎
一
応
な
新
株
予
約
桧
先
行
、
り
U
止
は
百

{;t' ;.c!7梓発？γν〉九三脱乙万円、主主μ

肘
切
に
と
る
が
、

ば
市
川
、
利
株
予
約
怪
念
行
に
，
L
H事
体
げ
炉
、
あ
る
と
い
ぶ
だ
け
と
、

当
該
刻
川
作
子
約
権
に
と
も
な
う
株
式
判
官
行
等
心
主
止

め
が
認
め
、
つ
れ
る
こ
い
う
一
」
と
は
、
新
株
子
約
権
今
、
子
一
批
判
向
い
た
岩
戸
市
’
権
利
J

午
、
行
使
を
し
て
も
川
村
式
交
行
等
を
受
け
、
り
れ
な
い
汁
ノ
ス
ケ
が

大
き
レ
一
」
こ
を
意
味
rhzoc
そ
う
ん
d

る
と
、
新
株
マ
ノ
約
抗
刊
の
＋
庁
通
は
大
き
く
昨
宝
一
さ
れ
か
ね
な
い
三
新
株
↓
γ
約
枝
先
行
に
限
抗
日
ニ
山

る、
k
ζ
J
V」
知
り
ず
に
副
株
予
約
椛
を
収
作
し
に
お
一
に
河
川
、
十
へ
き
仕
T

川
利
パ
が
及
ぶ
ニ
ー
ニ
に
仕
る
～
そ
う
し
に
状
況
は
、
実
質
的
に
み
れ

以
、
似
に
新
作
予
約
格
発
行
の

ι一
幼
事
ヨ
を
拡
げ
て
訴
す
る
ζ
I
J
た
場
ム
円
に
ー
も
打
つ
さ
れ
る
状
況
と
あ
主
力
公
わ
ら
な
い

J

治山町、

コ
イ
事
件
決
定
の
瓦
解
は
、
新
礼
子
約
権
八
九
行
に
事
対
事
而
に
該
叶
し
な
い
J
7
1
H
事
出
が
あ
る
に
す
ぎ
な
川
…
場
合
に
ま
で
、
析
株
子
約

権
先
行
ん
ゼ
片
効
と

rJる
の
と
り
ぬ
け
状
況
を
J

三～
b
L
j
b
け
引
あ
る
と
い

あ

守主

決
メヒ

新
本1

利
権
発
f丁

」l正
予言J
i 
出

ρ主
ーーい

る
主

宰
山
~ 

y、
一＿，，.
JタグJ

/, 

i;LL 
封r

一T

も

,. 
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て
い
る
ご
ゲ
な
わ
ら
、
ム
μ
弘
法
ー
は
、
取
引
の
安
全
日
乙
確
保
す
る
観
点
か
え
剥
除
予
約
権
九
九
行
の
毎
効
の
訴
え
の
制
夜
、
mrR

意
vo
れ
て
お
川
、
仮
に
都
品
川
の
訴
え
が
提
恕
さ
れ
な
い
ま
ま
絞
訴
矧
刈
が
経
過
す
れ
ば
、
新
料
予
約
権
発
行
は
有
効
な
も
の
と
し
て
一

定－
J
る
υ

三
、
の
場
合
、

新
株
子
約
怪
A
7
J
f
に
メ
効
事
山
が
あ
J
L
J
h
、
新
校
予
約
十
倍
苔
は
右
品
川
に
権
利
。
守
ノ
仁
使
さ
き
る
か
ら
、

帝f

件
予
約
採
り
行
使
に
と
も
予
つ
は
ぷ

η
交
行
等
？
も
有
効
ザ
あ
っ
て
、
そ
れ
か

J

一ハし

H
比
る
こ
と
を
読
す
べ
き
で
は
な

γこ
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
ピ
「

7
i苧
件
決
定
は
、
新
味
予
約
権
が
行
使
さ
れ
た
の
が
新
味
4
j
y町
村
説
明
発
行
無
効
の
訴
え
の
提
訴
知
的
中
一
粁
間
以
ず
る
，
川
日
の

か
品
バ
仕
の
か
を
m？
っ
と
と
ー
ベ
／
＼
新
株
予
約
権
心
行
使

P

い
と
も
タ
ー
株
式
交
行
等
ハ
ニ
弄
止
め
を
認
め
と
レ
る
c

こ
う
し
た
即
山
に
よ
り
、
ピ
コ
イ
事
件
決
定
の
よ
う
に
、
新
株
予
約
絵
心
党
わ

f
絞
に
会
社
伝
凶
じ
条
一
山
土
芹
止
車
問
が
あ

る
ぬ
合
に
は
、

当
談
話
株
予
約
校
の
’
打
伎
L

と
も
な
う
株
式
売
れ
等
に
つ
い
に
も
当
弘
に
公
社
訟
二
一

（一リ条む
υ点
止
事
止
が
ふ
る
「
昭
一

ず
る
こ
1
／
は
、
妥
当
で
な
い
一
ピ
コ

f
事
件
決
定
に
お
け
る
J
り
も
た
止
車
山
開
示
決
く
僻
ず
る
べ
き
と
あ
る
が
、
そ
の
涼
に
す

J

嵐
「
ベ

さ
な
の
は
、
新
株
子
約
権
に
悶
ず
る
取

E
C安
全
誌
似
の
市
民
議
、
子
し
て
、
日

d

く
取
？
U
の
安
全
JUι

締
保
す
る
観
点
、
目
、
つ
訪
日
リ
、
り
れ
て

し
る
、
新
株
子
約
権
川
市
刊
行
呈
効
の
訴
え
の
制
定
ζ

の
桧
九
円
性
で
あ
ろ
う
し

こ
れ
い
汁
し
、

羽
株
J
J
品
川
権
山
つ
い
て
は
、

ー
ヘ
ノ

11勺
」
h

J

C

茶
色
ヘ
抹
式
の
場
合
J

比
べ
て
、
一
夜
J

り
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ゐ
！
と
は
い
え
ず
、

安
全
確
化
心
投
一
請
は
弱
い
こ
い

た
だ
、
新

ほ
述
の
よ
う
ピ
、
に
t

か
に
放
的
仕
状
況
乙
し
て
は
そ
つ
で
あ
る
が
、

析
予
約
枕
仰
い
村
代
伎
の
、
目
立
ノ
に
流
通

γ

市
場
が
形
点
、
d
れ
て
い
る
も
の
ふ
7
4
り
れ
る
日
上
、
吹
川
川
一
の
三
一
一
に
も
相
応
の
配
慮
を
せ
ざ
る
を
村

人
司
い
戸
よ
め
い
勺
h

つ
U

こ
の
庁
に
冴
迷
L
て
、
学
説

f
は
、
新
株
チ
仏
利
権
ハ
川
村
債
の
均
台
と
そ
れ
以
外
の
場
合
と

C
は
、
取
引
の
宏
九
を
考
握
す
べ
き
段
、
n

つ
の
日
勿
ム
ロ
で

4KH事
山
川
寸
！
片
方
行
て
併
す
る
べ
き
で
為
る
と
「
る
、
ド
工
張
も
み
ら
れ
る
〈
傾
叶
唱
す
ぺ
台
ム
下

十
い
＼
か
震
な
る
う
L

し
て
、
そ
れ
ら
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一
リ
、
も
し
か
か
る

川
己
分
解
釈

長
た
に
ATHι
作
れ
つ
れ

市
’
実
況
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
が
最
脅
で
あ
る
と
思
1

わ
れ
る
が
、

る
た
の
に
は
、

い
く
つ
か
の
繁
一
札
を
克
服

L
な
け
れ
ば
白
ら
ヨ
い
、
ま

F
治
に
、
区
分
の
蒸
準
が
必
ず
I
U
T
O
明
ら
か
で
は
な
い

t
い

う
黙
斗
が
あ
る
ん
＼
乙
え
ば
、
新
7
U
い
PT約
格
乙
社
僚
が
同
尚
北
πし
さ
れ
た
騒
い
じ
（
い
わ
ゆ
る
分
離
裂
の
ワ
ラ
／
卜
償
）
は
こ
う
な
る
の

J

わ
か
る
7

イ
ソ
イ
ン
ー

i
け
場
介
の
ふ
う
に
、
新
日
時
予
約
神
町
山
償
封
印
止
コ
て
人
位
い
じ
新
株
子
約
権
発
行
か
な
さ
れ
、
当
該
新
株
4
J

？』、J

山
市
川
が
流
歪
ず
る
よ
う
な
場
合
法
ど
丹
ぽ
る
り
か
は
こ
、
事
前
に
は
i

分
解
訟
の
某
却
を
川
械
に
「
司
令
こ
こ
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
日
い
ハ

第
に
、
条
文
一
心
摂
拠
に
火
、
げ
て
し
る
と
い
う
昨
点
も
あ
る
し
こ
の
点
に
つ
レ
で
は
、
従
来
三
官
休
刊
氾
行

ch川
…
効
事
山
に
持
す
る
解

品
川
円
前
と
し
て
、
ど
と
そ
か
は
全
体
h
J
A

該
波
制
限
会
社
の
場
討
と
仇
こ
れ
以
外
の
会
社
C
4荷
台
乞
は
ハ
J

－
す
る
と
い
戸
つ
よ
う
に
、
先
行
会
引
ゎ
手
、

什
い
に
応
じ
て
川
勃
事
山
m
E
別
に
尚
一
す
る
一
見
併
も
み
ら
わ
し
た
か

／
九
九
ひ
）
ん
三
門
店
改
h
h

て
ん
工
株
式
謀
役
制
限
会
川
円
心
株
ム
下

、uh杭
株
引
交
様
子
刊
d

j

リ
リ
い
｛
疋
さ
れ
る
ま
で
、
す
べ
て
心
会
社
に
同

の
規
定
が
治
泊
予
が
て
い
た
に
め
に
、
午
、
つ
し
た
区
分
熔
釈
を
す
る
見

併
は
少
数
説
に
と
と
ま
3

て
い
た
こ
じ
〆
が
訟
が

5
れ
る
つ
日
叫
行
会
牡
法
に
つ
い
て
い
え
ば
、
非
公
悶
会
引
の
均
む
と
そ
れ
以
外
の
場
九
円

{;t' ;.c!7梓発？γν〉九三脱乙万円、主主μ

と
て
別
の
子
続
規
制
が
山
市
立
さ
れ

C
い
る
い
P
、
そ
う
い
た
先
行
会
計
い
の
数
型
に
応
じ
た
区
分
が
、
わ
仇
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
作
土
パ

は
い
わ
債
に
ハ
付
さ
れ
る
剖
株
↓

r約
桟
も
そ
れ
以
外
の
新
抹
予
約
ぬ
も
泣
い
ム
的
に
閃

ν
規
定
が
遇
い
印
さ
れ
て
い
る

r

ふ
れ
に
も
か
か
れ
つ
ず
、

じ
依
に
hW手
れ
る
剥
株
J
J
約
権
と
そ
れ
以
外
の
ー
新
株
J
J
札
利
権
と
で
、
川

7
J新
依
↓
r
叫
ん
約
札
恨
の
行
使
に

ET
～LR明
日

士
、
寸
斗
リ
℃
寸
背
ず
る
く
J

う

D
t

1

4

1

1

1

1

L

I

4

J

i

l

l

i

j

I

1

 

一
般
的
に
は
受
け
零
れ
コ
れ
に
く
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

J

弟
一
に
、

も
し
収
引
の
安
全
確
保
の
裂

」同町一
J

強
弱
に
山
ー
ギ
、
差
！
リ
事
司
J

V

一
区
分
解
釈
す
る
と
す

J

れ
ば
、
新
7
作
予
約
権
発
行
の
無
幼
事
ー
一
や
新
校
予
約
拾
の
行
使
に
と
も
な
う

JP

人
ヰ
4
r
i
J守
の
相
川
効
平
山
に
つ
い
と
も
同
じ
く
点
分
解
釈
を
一
0
2

べ
き
も
｝
／
一
に
は
り
そ
う
で
み
る
が
、
こ
ど
よ
い
役
者
の
軒
効
平
出
i

に
J

い
て

f

口
ハ
体
的
｛
九
こ
の
よ
う
に
J

己
分
解
釈
zぜ
す
べ
き
か
は
、
こ
れ
ま
た
ね
吋
な
難
問
で
あ
る
。

こ
U
よ
う
に
新
株
マ
j
rわり弛
U
行
使
に
と
も
な
司
株
式
流
行
斗
J

の
法
止
事
由
に
つ
い
て
は
、
心
と
え
ば
新
株
下
け
れ
枝
川
リ
社
債
し
」
午
、
れ
以
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外
と
で

μ分
し
て
解
釈
ふ
り
る
と
い
っ
た
こ
と
が
瓜
五
的
に
採
し
し
以
l
、
流
通
z
川
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
剥
株
J
P

一
約
住
町
札
依
の
場
介

ー
も
念
叫
に
霊
長
↓
し
な
が
ら
、
取
引
の
－

t2rι
一
相
応
の
配
慮
1

〆
た
鮮
釈
を
」
1
J

る
F

ふ
つ
ぶ
め

て

三

I
1
4ゲ、
h
ゾ
ほ
汁
日
尺
今
J

郎、副円一
ν
ノ
＼
j
J

円

F

』

i
f
3
1
1
‘

I

引
の
安
心
で
す
権
保
」
2

Q

一蹴
7
1
…
か
い
J
h
似
汁
？
れ
て
い
る
、

判
作
予
約
格
入
ん

pr
効
の
誌
も
え
の
制
定
乙
並
一
台
的
な
解
釈
／
一

Y
Zわ
て
H
、
件
化

さ
札
白
け
れ
ば
な
ら
な
、
で
為
ろ
う
。

子
、
二
I
1
以
下
で
は
、
新
株
予
約
権
に
湾
L
9
る
取
引

rfxヘ
工
心
情
保
の
要
請
、
ヲ
ピ
I
て
、
同
じ
く
取
引
の
安
令
を
市
保
す
る

い州…円
4

か
ら
設
け
ら
れ
て
い
q

る
、
新
体
予
約
権
交
行
冊
『
切
の
一
訴
え
の
制
投
と
の
軟
に
け
常
に
配
慮
［
な
が
ら
、

の
／
什
油
～
に
1

L
？ふ〕

と
う
林
r
A
凡
弘
行
時
？
の
差
J

川
市
宇
由
に
つ
い
て
検
式
し
て
み
よ
斗
υ

ま
ず
は
新
株
チ
約
権
発
行
に
弘
山
川
事
佐
川
：
r

め
る
場
合
に
つ
い
こ
で
お
る

F

」
む
場
合
に
ゆ
品
、
レ
i
3
M
V
町
株
予
約
絡
の
行
伎
に
l
L

も
な
う

は
よ
光
行
等
九
つ
い
て
？
一
O
K
l
粂
の
ぷ
止
中
広
が
認
め
つ
れ
て
よ
い
よ
う
に
も
み
弐
る
ハ
し
か
し
、
新
川
何
千
約
権
発
行
保
…
効
、
り
訴
え
の
制

度
と
の
粧
台
市
仁
わ
千
も
J

山
問
実
す
る
と
、
川
川
条
件
同
そ
の
よ
う
に
解
レ
て
よ
い
か
は
疑
問
で
あ
る
｝
T

／
～
い
う
の
も
、
誌
に
も
触
れ
た
？
之
、

余
引
い
法
上
は
、
一
πhJの
一
女
主
主
椛
保
ず
る
献
上
J
？
っ
、
利
休
マ

p
v

約
株
売
行
川
効
の
訴
え
の
制
度
予
市
山
口
百
戸
れ
て
お
り
、
そ
の
訴
え
は
、

引
先
行
の
効
力
、
P
E
乙
た
ヨ
か
ら
、

年
パ
人
町
一
」
寸
た
担
J

t
、
小
十
も
ど
よ
L
ノ
よ

U

と
さ
1

千

よ

｜

J
t
T
f
F
V
Z
L
u
f
b
f
i

公
開
会
計
γ
で
日
ハ
門
川
月
以
川
、
非
公
開
会
仕
で
は

ー、いる

ス
ー
升
八
八
条
駒
N
U勺
一
七
九
、

L
亡

のJ

一ιえ
が
提
起
さ
れ
な
い
ま
ま
脱
出
炉
問
聞
が
符
過
す
れ
は
、

新
株

y
約

宝
ー
発
行
は
右
効
な
ー
も
の
と
し
て
喰
山
一

γ
る
か
ら
、
そ
の
坊
合
に
は
、
新
秋
予
約
格
は
右
幼
に
ろ
し
使
寸
る
こ
y
し
が
で
き
る
こ
乙
に
な
る

そ
う
す
る
と
、
心
北
刑
判
株
マ
γyha慌
の
行
崎
山
に
／
一
も
は
う
株
式
の
託
行
付
J

も
有
対
で
丸
っ

d

れ
を
す
F
L
dめ
る

べ
き
で

は
な
J

ご
考
え
ら
れ
る
か

b
cあ
る
。
し
た
が
二
工
、
訴
対
予
約
持
党
行
に
似
品
川
主
ア
出
が
あ
る
？
ご
さ
で
も
、
当
該
斜
株
予
約
揺
り
行
使

に
と
も
う
ほ
う
株
式
発
行
生
J

に
つ
レ
て
は
、
新
株
PT仏
中
叫
ん
他
流
行
叫
ん
切
の
訴
え
の
詑
訴
山

H
Uか
粁
辺
し
て
レ
な
い
場
合
に
限
乙
て
、
会
社
法

: Ex人i.tc刊行j "3・4今日SJ 8i0 [2川：；I、



uhh干
の
対
一
帯
曲
目
い
に
よ
る
茅

ιめ
が
認
め
ら
れ
る
と
解
ず
べ

そ
れ
で
は
、

f
心
、
目
立
ノ
に
新
伝
子
約
棒
発
七
に
年
幼
事

j

「
一
が
あ
h
、

L
か
ー
も
年
幼
C
訴
え
の
相
官
訴
山
崎
判
を
泊
予
て
い
な
い

ト
、

I
1十
点

一メ品

A

イ

の
一
条
所
乏
の
芸
止
事
ー
一
の
い
ず
れ
に
該
当
一
3
0
の
と
あ
ろ
う
か
。
メ
の
も
て
つ
仕
ぬ
台
、
本
米
内
に
は
、
政
締
役
は
新
釈
子

約
慌
党
行
旬
効
C
4山
え
を
徒
起
す
べ
き
で
あ
る

2
考
え
ら
れ
Q
U

そ
う
し
た
戸
川
間
を
と
る
こ
と
仕
く
取
物

役
が
新
株
4
J
仏
判
権
の
行
使
に
山
じ
て
株
式
会
行
等
合
行
な
う
こ
〆
｝

一
、
株
式
交
行
等
を
し
は
い
コ
ぬ
の
叶
置
を
、
」
ら
な
い
こ
ζ

）

f 
、～

；＝九

（
会
社
一
一
一
コ
来
、
民
六
六
五
久
七
e

忠
夫
義
務
会
社
一
一

4
山
条

J

の
r
場円以ル」絹叫ん〆一－、一六一ツ
G

の
で
J

以
は
ム
h
r
λ
J

う
か
〈
そ
の
う
え
で
、
そ
う
し
た
F

文
務
違
反

る
一
般
常J

規
μ
止
の
泣
比
一
か
ん
円
札
法

（十一久木にい也、つノ一牛九日八
f
H

一心中川地－一

に
該
当
す
る
、
あ
る
い
は
告
し
く
不
公
ド
な
刀
法
に
よ
る
注
わ
で
あ
る
こ
と
と
基
礎

2

つ
け
る
と
み
て
、
同
条
の
知
推
述
川
市
に
本
つ

止
め
が
認
め
ら
れ
Q
も
れ
い
り
と
注
解
、
さ
れ
る

{;t' ;.c!7梓発？γν〉九三脱乙万円、主主μ

四

小
公

L
託
行
、
り
場
介
な
と
、
新
株
↓
γ
約
桜
発
行
N

M
効
甲
小
作
二
該
ψ
」
し
た
百
い
点
止
市
宇
佐
が
み
る
に
f
J
H
F
た
い
場
九
円

次
い
で

は
と
つ
で
あ
ろ
〉
っ
か
c

版
印
心
「
主
ノ
ド
、
そ
う
、

J

？
に
場
九
円
に
常
に
山
一
政
新
株
予
約
L
惟
の
行
使
に
と
も
な
、
円
株
式
発
行
刷
、
の
γ
ん
止
め
が
認

め
ら
れ
る
こ
叩
か
す
る
の
は
安
当
で
ん
d

い
、
士
／
一
、
新
抹
↓
，
v

約
怜
恥
刊
行
に
川
効
－
H
川
が
あ
る
は
川
合
で
さ
え
、

の
訴
え
の
提
訴
苅
同
だ

過
後
は
A

ー
最
新
株
子
約
地
仙
の
仁
使
に
y

も
な
ろ
ノ
株
式
発
行
A
J
の
γハ
土
め
が
亦
訂
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
、

τ）
へ
本
和
二

2
（
＝
己
主
ノ
間
J

）

と
の
均
年
ア
守
口
γ
4
勘
案
す
ノ
る
と
、
新
抗
予
約
休
刊
交
わ
に
z
m

幼

4
3に
故
山
し
な
い
差

1
事
ハ
斗
が
あ
る
に
」
4

づ
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
原
則

r
L

亡
、
以
内

d
め
は
流
さ
れ
な
い
ζ

解
さ
れ
る
ハ

（
新
株
子
約
権
制
t

償
村
山
当
亡
を
ん
同
点
い
こ

実
質
的
に
み
ず
は
i
に
新
株

F
約
権
先
行

（
一

J
l
L
U
事
ノ
ヱ
プ
f

p

L

t
乙

f

一〕ん
J

一T
L
、

心
と
司
削
下
山
《
る
場
／
υ
「爪川中〉）

？
、
〉
〉

f

う
T

－

－

i
f
 

新
株
下
J

札
2

叫ん
L
U伊
fhyc
新
株

P

十
給
権
の
行
使
に
と
も
な
う
株
式
発
行
等
と
が
時
院
前
に
ど

（！メ人民半、日：／ス・＂ 1'0、前日、町）リ.11、



fを

述
の
流
れ
の
市
で
一
日
体
的
い
な
さ
れ
た
ち
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
場
企

ア
」
中
小
、

新
株
デ
利
権
発
行
い
当
初
旬
以
白
ピ

該
当
し
な
い
乙
小
事
叶
が
J
め
司
令
に
す
ぎ
な
い
と
き
で
も
、
当
日
新

7

作
予
約
権
の
行
伎
に
と
も
zチ
つ
松
式
発
行
与
に
ぺ
い
て
、
例
外
的
仁

泌

。
条
の
府
組
準
地
用
に
ぶ
つ
く
乙
止
の
が
認
め
つ
れ
る
余
池
が
あ
る
。
…
て
れ
ば
以
下
の
二
つ
の
河
川
に
J
る
も
の
て
あ
る
、

ト
、

I
1十
点

一メ品

A

イ

士
子
J
M
昨
に
、

仁
日
一
山
の
場
合
は
、
4

め
の
円
、
の
ゆ
え
に
、

株
よ
時
比
七
日
世
ず
の
J
A
J
H

る
必
支
が
と
く
に
よ
八
き
い
と

ρ
え
る
口
し
か
も

L
ト
コ
〕
乃
ノ

U
M与
や
J
小

一
コ
に
よ
J
f
J

の
丸
山
ザ
え
に
山
海
に
家
主
株
式
会
ノ
仁
す
が
行
わ
れ
る
場
介
と
天
質
的
に
は
交
わ
ら
な
い
n

で
し
て
、
＋
b
羨
に
本

集
株
！
ハ
ド
知
r什
件

J

壮
一
行
え
ば
芸
止
許
J
P
認
め
ら
、
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
円
た
ノ
ヘ
新
株

ιr約
徒
主
党
／
付
し
て
、

FJ
’
よ
い
当
寸
私
的
、
新
株
予
約

濯
を
行
旬
、
づ
ド
る
と
レ

q
＋
刀
法
士
と
る
と
、
株
式
発
行
世
J

が
美
し
止
吟
ら
、
れ
る
の
を
同
避
で
き
る
と
レ
う
こ
と
に
は
れ
ば
、
会
引
に
韮

ほ
ん
市
ぶ
株
予
約
い
い
悦
発
行
乞
お
こ
な
う
イ
シ
V

シ
テ
ィ
ブ

3
え
与
え
か
ね
な
い
で
あ
人
ょ
っ

v

以昂

に
一
一
t

刊
の

新
株
予
約
権

発
行
に
則
的
叫
事
片
が
J

め
る
場
合
で
、
さ
え
、

川
…
効
む
訴
え
の
提
訴
期
間
経
過
後
は
当
該
一
ぶ
株
下
約
防
相
心
打
伎
に
と
も
な
ろ
日
刊

λ
玲
行
専
の

υ
L
h
止
め
が
－
討
さ
れ
な
い

2
解
さ
れ
る
｝
と
と
も
Z

つ
大
き
く
均
衡
守
主
人
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
わ
す
伝
わ
ち
、
記
の
拐
ム
円
は
、
①

コト
I
C
土、

に
υ
i
I
…

l
t

公
不
4
青
山
裕
川
辺
反
が
株
主
土
己
主
止
め
の
機
会
げ
か

f
yえ
ら
れ
LG
い
た
め
に
原
則
と
し
て
新
株

pr約
権
九
七
行
無
効
事
止
に
な
る
と

解
さ
れ
る
こ
L
Y

を
則
一
北
！
と
い
ヲ
る
と
、
新
株
子
約
権
川
パ
ル
行
に
川
4

効
斗
一
白
が
あ
る
場
ん
け
に
況
は
ず
る
乙
午
、
れ
に
加
え
て
へ
切
の
一
点
に
着
ド
ず
れ

ば
、
新
刊
W
J斗
ア
ハ
約
権
発
行
に
盆
効
事
司
、
引

J

あ
り
、

か
っ
剥
株
予
約
権
治
行
川
効
の
訴
え
の
同
事
訴
期
間
が
，

r過、
ν
て
い
な
い
場
合
2
、
長
時
ロ

的
に
は
そ
う
大
き
く
異
な
ら
な
い
ζ

い
え
る
ο

な
お
、
－
h
止
引
引
け
の
あ
る
新
川
私
子
約
棒
パ
凡
打
を
行
、
っ
こ
ζ

に
つ
い
て
は
、
取
約
い
は
C
M出
特
注
青
山
茶
務
（
会
社
一
一
一
一
ハ

J

条
、
民
ハ
ハ
刊

粂
）
宅
市
実
義
務
注
い
は

ぷ
十
九
引
一
一
九
九
条
）

引引々
恥仏
j
J

ら
札
る
〆
ご
）
ろ
、

上
引
の
士
1
ノ
に
新
味
4
J
約
権
一
り
パ
FAH
こ
レ
」
該
新
株
予
約
点
辛
口
ツ
仁

伎
に
〆
了
む
な
ム
株
式
発
行
半
J

〆
｝
小
一
体
的
は
も
の
で
ふ
め
る
」
4
H
M
で
き
る
嶋
合
に
は
、
新
川
州
予
約
権
D
F七
伎
に
と
も
な
う
は
？
人
肝
心
行
等

に
に
つ
レ
て
も
取
締
役
の
吾
容
一
ハ
れ
意
義
務
・
王
中
正
義
務
の
達
一
況
を
制
A
，t
fる
、
」
と
て
一
ざ
ゐ
c

そ
し
て
、

か
か
る
義
務
違
反

（

4
義
拭
w
をハー～

: Ex人i.tc刊行j '3+20け） 8i2 [2川：；I、



め
る
一
般
的
規
ど
の
遠
山

の
長
反
に
該
当
す
る
、
あ
る
い
は
著
）
く
小
公
正
な
士
刀
法
に
よ
る

一一川、
hhに
い
う
一
「
決
た

た
戸
わ
で
あ
る
、
」
と
を
基
礎
づ
け
る
ζ

み
て
、
河
条
の
川
端

yd通
い
同
一
に
基
づ
く
十
干
止
め
が
認
め
つ
れ
る
も
の
こ
沖
得
さ
れ
る
」

王i

J

J

J

え
新
株
子
約
権
の
光
行
一
向
日
開
い
に
は
殿
山
肌
h
f
h
G
主
3

た
と
し
て
も
、
そ
の
伐
の
経
緯
に
よ
り
、
日
制
株
予
約
慌
の
行
使
に
と

も
な
う
株
式
の
発
行
等
に
よ

J
E
株
主
が
不
利
低
を
受
け
ゐ
お
そ
れ
が
注
じ
れ
ば
、
会
社
法
ハ
ノ
条
の
要
件
の
に
二
、
、
斗
に
よ
る

障
で
ふ
ア
ゐ
信
託
川
和
［
↑
ノ
イ

y
ノ一
7

J
の
場
合
に
目
、
新
体
予
約
権

4

一

不
正
行
後
に
不
当
ヰ
M
r
顕
在
化
［
う
る
c

ま
と
、

こ
と
に
な
る
。
に
と
え
ば
、

胃一山叫んい～仰向策の

の
先
行
段
府
に
は
収
死
一
、

ν
一
ぱ
く
と
も
、

段
市
中J

な
資
本
託
収
一
目
的
に
よ
る
新
外
予
約
権

（
江
市
一
者
割
レ
l
て
の
斗
併
合
に
J
A
R
Hノ
依
い
的
な
車
市
の
女
化
に
よ
っ
て
は
、
中
i
！
同
一
や
一
株
予
約
廿
刊
の
行
使
炉
規
存
林
王
に
不
利
悦
乞
及
ぼ
す

初
一

川
能
性
が
な
い
と
は
一
l

い
守
れ
な
い
と
さ
れ
る
つ
さ
ら
に
、
新
株
子
約
絵
心
行
伎
に
は
権
利
わ
伎
河
川
出
む
弘
法
み

一、会社

，、
δζ 
オドご

J員

六
方
・
二
一
八

の
始
期
が
到
米

条
一
以
）
が
必
安
で
あ
る
の
に
門
戸
れ
が
必
い
切
ら
円
、
権
利
行
便
期
間
、
会
い
に

八
条
一
反
問
主

{;t' ;.c!7梓発？γν〉九三脱乙万円、主主μ

し
て
い
た
い
の
に
権
利
汀
伎
を
f

二
一
場
介
、
ま
た
は
、
持
利
行
使
の
条
件
（
会
忙
礼

粂

iH 

川一J
ハ、守山
r
人
以
ヘ
批
し
て
い
、
ぷ
い
の

に
ぬ
利
汗
偵
を
し
た
場
企
な
ど
い
も
、
法
令
達
以

1
た
は
若
し
く
不
公
主
な
卜
片
付
法
に

tthw除
ぷ
党
行
等
と
）
て
、

や
は
わ
除
、
に
よ
る

Y
バ
比
ぬ
い
小
認
め
ら
れ
る

な
お

の
場
合
に
は
、
一
新
転
予
約
権
発
行
行
為
…
て
れ
日
体
に
段
低
が
あ
る
わ
け
で
は
』
仏
く
、
原
則
と
し
て
刻
株
子
約
棒
先
行

た
L
か
に
、
新
校
予
約
住
ー
の
ろ
し
伎
に
閲
す
る
椴
昨
叫
が
あ
れ
は
、
遡
っ
て

川』

新
川
咋
子
約
権
代
九
行
行
為
も
浪
lh
叫
な
帝
び
る
と
九
マ
、
、
発
行
旅
品
川
の
訴
え
の
提
起
を
認
め
る
余
地
も
あ
る
u

し
か
し
そ
れ
は
、
流
行
行
持

の
訴
、
t
を
提
起
す
ノ
る
こ
乙
は
で
き
な
い

を
無
効
ご
す
べ
き
で
あ
る
と
＃
え
ら
れ
る
一
は
ど
、
耕
民
W
7
F
約
協
唱
の
行
使
に
刻

L
て
生
じ
に
限
抗
日
引
重
一
人
で
お
｝
白
と
認
め
ら
れ
る
例
外
的

バ

L

取
ら
れ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら

般
的
に
新
株
子
お
権
先
行
川
ん
［
切
の
訴
え
の
制
度
と
の
繋
ム
門
性
げ
か
肉
強
に
な
る
わ
け
で
は
な

（！メ人民半、日：／ス・＂Zl)!！、日三、町）リ.11、



し
仁
〕
た
が
コ
て
、
羽
株
↓

r約
比
仰
の
九
九
行
段
階
に
は
政
疫
が
な
く
、

新
株
4

J

J

灯
桜
の
行
使
い
関
、
二
l

↑
店
内
抗
が
あ
る
に
ふ
d
J

ぎ
な
い
川
場
古
川
い

心開札
J

品
開
閉
胡
の
川
町
過
伎
で
あ
る
か
し
村
地
京
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
九
百
祉
法

A
1
〕

の
一
取
詐
消
尽
に

t
Q
t
E

め
が
認
め
り
れ
る
乙
解
さ
れ
る
、

。
条
の
要
件
い
さ
え
だ
た
J
」
ば
、
可
久
人

（ま

四

新
味
予
約
濯
の
行
慢
に
と
も
作
ゅ
う
株
式
発
行
袋
一
の
無
効

新
株
予
約
権
発
行
に
無
効
事
由
が
あ
る
場
合

午
、
れ
で
は
、
新
株
子
事
権
発
行
に
川
効
宇
山
問
、
ん
あ
る
の
に

巾
1
該
新
株
F
M
W
L
権
の
行
慢
に
と
も
な
っ
と
株
式
の
先
行
生
寸
か
な

さ
れ
ど
ゐ
今
、
当

f

同
株
式
光
灯
サ
ハ
V

効
力
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
弓
に
解
「
べ
き
で
あ
り
、
っ
か

こ
の
ト
川
主
主
一
ヘ
ね
株
予
約
権
発
引
に
ボ
F

任
↑
行
事
H
が
お
る
中
叫
ん
口
は
格
別
、

た
ん
に
無
山
手
町
が
お
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
は
、
新
株
チ

約
附
慨
が
行
使
さ
れ
七
の
け
や
切
は
予
約
棺
九
ん
行
先
効
の
み
え
の
提
訴
加
問
の
経
過
後
で
あ
れ
ば
、
ち
は
や
株
式
心
発
行
h
1
4

の
効
ハ
バ
デ
ー
平
e
h
m
l

余
地
h

た
い
し
仁
い

こ
れ
ま
で
υ作
的
返
し
述
べ
て
い
る
よ
ぷ
ぺ
会

f
は
の
下
で
は
、
L

ん
と
え
『
杭
林
子
約
権
資
／
刊
に
知
効
市
宇
佐
が

あ
ア
ペ
；
げ
で
色
、
毎
効
の
訴
、
え
が
提
起
さ
れ
主
い
ま
士
記
訴
期
制
が
み
示
泊
す
れ
ば
、
利
依
存
吋
PU権
九
九
行
は
高
効
な
も
の
と
、
以
て
俄
r
t

す
る

」
の
場
合
、
新
株
τv札
削
除
は
右
効
い
行
他
ず
る
こ
と
が
さ
き
る
の
で
、
そ
の
行
使
に
と
よ

J

な
う
株
式
の
発
行
ち
も
右
効
で
あ
る

／
）
人
る
べ
き
だ
か
つ
で
ふ
め
る

た
だ
L
、
念
幻
た
め
に
山
ぃ
一
で
ヲ
れ
は
、

そ
の
了
ニ
は
、

新
紛
れ
J

約
棒
が
’
h
純
手
れ
に
の
が
新
γ
杭
予
約
権
発
行
加
川
刈
の
訴
え
の
提
訴
矧

向
の
は
引
口
や
か
伎
で
あ
る
場
合
に
は
、
常
に
ψ

ぷ
新
株
予
約
祢
り
行
使
に
／
7
h
な
う
株
式
交
ノ
仁
川
守
が
有
効
と

J

び
れ
る
こ
ζ

を
円
ル
此
し
な
い

U

新
叫
州
予
約
権
八
九
わ
に
f

ハ
存
在
手
山
が
認
め
ら
れ
る
場
合
引
あ
れ
い
、
民
効
の
訴
え
の
拡
張
期
間
行
通
佼
で
も
新
株
予
約
慌
党
行
心
効
力

げか
γ
心

J認
さ
、
れ
る
私
川
市
、
／
九
小
池
1J
る
よ
う
に
、
中
I
L北
新
株
マ
Y
川
小
和
維
の
行
涜
に
と
も
な
戸
つ
抹
ペ
発
／
打
込
J

心
効
力
M
f
間
川
澄
に
な
る
か
ら
で
丸
る

: Ex人i.tc刊行j '3+202J 8i4 [2川：；I、



（
本
一
一
瓦
句
会
問
山
）

J
L
つ
す
る
／
て
こ
こ
て
の
問
題
は

新
校
予
約
能
が
ノ
行
使
う
さ
れ
て
？
私
凡
禿

対
事
山
川
が
あ
る
の
に
、

／
れ
守
が
な
六
れ
ゆ
人
場
九
i

で
、
か
っ
、
新
株

F
約
権
が
行
使
さ
れ
に
の
が
新
株
P
Y
約
μ
込
先
ノ
白
熱
効
日
一
訴
え
り
児
訴
期
間
計
一
一
選
同
一
で
あ
る
場

（以一

ム
ロ
で
あ
る
u

、
｝
の
場
九
じ
に
お
け
る
株
式
の
4
h
h等
心
効
力
に
つ
い
て
、
あ
り
う
る
解
釈
は
以

τ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
ハ

可
て
の
第
は
、
ニ
記
の
泌
合
L
I
b
、
新
株
予
約
μ
拾
の
行
停
一
に
と
も
な
う
株
式
発
行
等
は
釘
効
で
丸
山
る
と
「
る
鮮
初
公
正
ぬ
る
c

こ
れ
は

以
下
正
芳
え
々
に
県
コ
く
も
パ
ー
で
あ
る
し
ず
な
わ
ち
、
た
と
え
新
株
予
約
権
発
行

Jr無
切
と
ず
る
判
決
が
確
定
L
た
場
合
で
あ
〆

L
も、

そ
の
碓
｛
f
H判
決
心
州
一
及
幼
は
制
限
さ
れ
、
レ
l
寸
前
新
株
予
約
維
に
つ
い
て
判
決
r

性
定
前
に
と
さ
れ
た
行
J

ハ
ザ
も
有
ー
矧
で
ふ
ゆ
る
と
さ
れ
。

社
八
一
九
条
て
そ
う
で
み
れ
ば

に
は
、
新
件
下
約
い
い
惟
奇
行
に
川
↓
川
知
事
由
が
あ
る
と
は
い
え
、

加
一
幼
判
決
J
u
確
定
し
て

’T、
り

い
ん
仇
い
以
j
、
新
株
予
約
柱
、
り
行
使
は
有
効
で
み
れ
、
し
た
が
っ
て
新
株
チ
均
株
の
行
使
に
と
も
応
、
っ
株
式
発
つ
行
十
も
有
効
て
あ
る
と

{;t' ;.c!7梓発？γν〉九三脱乙万円、主主μ

さ
れ
る
2
い
ス
ノ
ザ
ラ
え
打

d

で
あ
る
「

V

し
か
し
、

と
h
J
L
ヒ
解
釈
は
、
海
沃
な
新
株
予
約
桧
先
行
（
U
n
む
？
い
と
い
う
出
で
は
問
題
が
ふ
る
し
仁
い

し
れ
ざ
る
を
作
な
い
直
一
訟
に
募
集
株
式
売
行
等
を
行
え
ば
泣
効
と
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
さ
も
、

い
っ
た
ん
剥
株
J
f
約
権
を
引
先
行
注
げ
て
、

す
ぐ
に
該
新
株
子
約
縫
吉
行
使
さ
ゆ
る
J

い
え
ノ
方
法
Y
と
る
と
、
株
式
売
行
の
ん
叶
幼
主
［
阿
避
で
き
る
と
い
A

こ
と
に
な
れ
ば
、
会
計
I

に
進
法
な
新
転
予
約
権
発
亡
を
お
こ
な
う
イ
ン
セ
ン
一
「
ィ
プ
さ
え
じ
7771hr
？
ね
な
い
で
あ
ろ
う

J

乙
く
に
ー
ヌ
配
拾
の
維
持
・
争
奪
の
た
め

に
、
新
川
杯
予
約
擦
の
先
行
を
引
い
同
す
る
う
ス
で
は
、
日
制
宍
傾
の
リ
一
刊
が
軒
町
L
ノ
、
損
害
賠
催
昔
、
肝
心
追
及
が
凶
昨
で
あ
る
う
え
に
、
軒

人
ヰ
4
J
J
U

の
対
力
J
3

必
定
さ
れ
ば
い
こ
い
い
つ
、
｝
／
一
に
な
れ
ば
、

サ
J

ク
シ
ョ
シ
は
わ
判
も
は
い
、
）
／
戸
～
注
る
ひ
ら
で
お
る
n

ま
に
、
加
J
4

勾叫叶

決（
U
V
迎
及
効

η
制
以
に
つ
い
て
も
、
募
集
株
式
の
場
合
に
は
、

そ
の
賛
行
止
伎
に
当
該
ハ
予
集
株
主
に
つ
い
て
わ
れ
一
役
権
行
使
や
対
余
金
配
中

云
一
事
く
の
」
砕
す
い
行
使
か
以
さ
れ
る
可
能
性
が
為
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
が
記

EFJ
に
無
切
と
さ
れ
る
と
法
律
湾
係
が
大
さ
〈
長
な
わ
い
九

（ヘム百
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る
と
い
う
出
市
が
あ
る
の
に
汁
、
）
、
新
株
子
約
権
の
場
九
円
に
は
山
止
一
情
が
川
ナ
1
4
る
c

剥
株
予
約
権
党
行
の
円
相
一
止
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
新
株
予

約
慌
の
行
伎
を
め
く
る
法
律
関
係
の
災
公
が
問
与
に
な
心
に
ζ

と
ま
る
と
考
え
九
つ
れ
ゐ
た
め
、
ぞ
れ
が
引
の
方
法
で
図
ら
れ
る
な
ら
ば

間
認
な
い
乙
い
え
る
。

そ
こ
で
、
川
市
二
必
と

L
て
＃
え
ら
れ
る
の
は
、
耕
民
ゆ
マ
γ
約
権
時
北
行
の
制
効
主
ト
山
刊
が
あ
り
、

L
か
J
u
u
新
株
子
約
r払
慣
が
行
伐
さ
れ
丈

η
が

新
川
咋
子
約
権
代
九
行
怖
い
品
川
の
訴
え
の
提

i

亦
照
的
経
退
前
て
あ
る
山
叫
ん
じ
に
は
、
そ
の
新
味
予
約
慌
の
行
使
に
と
J
J

な
う
株
式
発
／
J
U
2
寺
J

弘
正
効

で
↓
ぬ
る
1

ご
し
た
う
、
え
で
、
た
ん
～
一
、

廿
手
伝
株
式
発
行
等
M
…
効
の
訴
え
に
出
「
る
規
定

（
主
札
一
八
二
一
八
条

そ
の
MLmd
む
主
怯
に
つ
レ
て
は
、

一
取
号
一
ー
ヮ
・
一
呪
正
ヲ

い
が
類
推
川
中
山
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
訴
え
に
よ
ら
な
け
れ
ば
弓
ら
な
レ
と
「
る
見
解
で
あ
る
じ
午
、
れ
に

上
れ
旬
、
提

J

刑
期
間
の
制
限
式
首
球
さ
れ
る
の
で
、
一
釘
株
て
j
p幻
般
の
行
伎
（
に
1c
ー
も
な
う
株

λ
託
行
等
、
や
め
ぐ
る
出
律
相
川
保
の
安
心
も

相
当
山
任
戊
凶
ら
れ
る
と
い
え
る

に
μ
～し、

」
の
第
二
誌
に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
白
い

d

と
い
う
の
も
、
新
株
予
約
桔
が
く
フ
川
フ
に
行
使
さ
れ
て
は
：
人
心
経
行

ミ
が
と
さ
れ
た
相
場
企
に

そ
の
一
つ
つ
に
つ
い
て
株
式
先
行
拡
幅
’
効
の
訴
え
よ
Y
提
起
ト
よ
け
れ
ば
た
、
り
な
い

2
す
る
の
は
丸
山
ま
わ
ノ

煩
雑
だ
か
、
つ
で
あ
る
「

ま
た
、

い
つ
株
式
の
が
刊
行
斗

i

J

が
な
戸
れ
た

そ
の
よ
λ
ー
に
バ
ラ
バ
ラ
に
剥
刊
杯
予
ム
利
権
、
？
行
使
犬
、
れ
た
場
合
に
は
、

の
か
を
仏
Y
U
J
認
品
川
「
る
の
が
阿
蘇
で
、

相
抗
訴
期
間
の
制
限
な
謀

rzき
で
は
な
い
と
し
わ
れ
る
す

」

第
三
の
解
釈
と
市
ぷ
L

新
株
子
約
棒
パ
γ
J
C
H
L
ト
一
対
事
出
が
あ
る
場
台
、
当
該
料
株
予
約
怪
の
じ
伎
に
乙
も
な
い
た
じ
さ
れ
ず
九
株
式
は
、
杭
U
4

入
先
行
2

…
対
心
訴
え

を
符
三
ず
に
、

r
d
M
h
に
都
品
川
と
あ
る

tγ
る
解
釈
が
に
て
く
る
こ
と
に

、
」
の
第
一
ム
誌
が
惣
定
）
て
い
る
の
は
、
上
場
会
社
三
副
体
予
約
権
・
新
株
予
約
r礼
団
付
社
債
の
公
募
八
九
行
や
株
主
王
家
f」
ヰ
4
J
J
U

品
川
な
さ
れ

に
嶋
ム
n
な
と
、
多
判
以
内
新
株
4
J
約
権
者
が
存
存
す
る
状
況
で
あ
る
。

に
？
か
に
、
ヂ
う

L
～
伏
況
を
＃
J
r
Q

／
｝
、
川
市
一
一
説

σ論
拠
も

も
乙
と
も
で
丸
る
か
、
ー
か
し
一
応
日
で
、
モ
う
1
た
状
刈
で
↓
め
れ
ば
目
立
て
、
結

th
た
と
法
律
庁
日
守
の
安
ん
パ
害
さ
れ
る
危
険
が
大
き

: Ex人i.tc刊行j '3+204J 8i6 [2川：；I、



d

L

」

d

1

1

1

 

士
た
、
追
法
な
新
株
一
｝
利
権
発
行
が
な
さ
れ
た
場
台
の
う
ち
一
、

ι午
後
的
に
効
力
を
否
山
ず
る
と
い
う
か
た
ち
一

品
以
済
を
は
か
る
必
裂
が
最
も
大
き
い
の
は
、
実
質
的
に

↓
の
支
配
的
利
、
ハ
山
保
護
が
間
法
と
お
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
と
考
ろ
り
ふ
れ

る
」
同
開
＋
円
賠
償
ピ
よ
る
投
泌
が
阿
撲
で
あ
る

？
？
レ
た
場
ん
じ
に
は
、
新
抗
予
約
棒
が
特
定
の
第
一
語
に
発
行
手
、
れ
て

ρ
る
の
川
I

忍
例
で
あ
っ
て
、
パ
？
？
7

な
神
刊
行
使
、
〈
い
う
の
は
同
t
f
t
し
に
く
い
。
も
も
ろ
ん
、
敵
対
的
買
収
防
術
議
と
し
と
え
別
的

La内
容
の
新
味
4
f
約
権
併
償
孟
正
当
て
が
注
さ
れ
る
場
ん
じ
に
は
、

バ
ラ
バ
ラ
に
r唯
刊
行
使
が
な
さ
れ
る
可
能
性
も
お
る
が
、

た
ー
た

占
に
は
、
宇
中
六
一
、
ザ
川
小
柄
引
体
予
約
叫
怖
の
行
使
に
と
も
な
う
株
1
人民刊行
J

干
の
ぷ
H

、
一
と
か
想
定
さ
れ
る
か
ら
、
？
亡
、
れ

一
は
と
不
都
台
は
な
い
よ
与
に
也
わ
れ
る
し
さ
ら
に
、
非
公
慌
余
札
ー
は
、

新
株
下
約
維
の
公
正
附
議
の
社
門
1
1
r
h
u

…υ盛
時
で
、

川剖？作品作
Jμ
中‘半口

（
山
会
～
伯
と
い
う
絞
凶
で
は
実
効
怜
が
薄
い
た
め
に
、

丸
刈
ー
す
ゾ
こ
凡
て
味
、
「
ひ
汁
以
十
円
刊
〈

TJ戸
建
口
九
？
店
主
一
、
な
う
こ
J

j

：
F
i
f
h
ζ
j
i

（

i
1
1
j
：l
j
l
：

（

i
f
I
E
F
A
l
i

－
 

株
式
λ
ん
行
等
を
伽
効
と
ず
べ
き
史
請
が
倒
く
と
し

非
公
開
会
社
C
場
合
は
♂
均
株
子
約
梧
者
心
数
も
そ
う
あ
ノ
く
何
百
い
で
ふ
ヲ
つ
う
か

、
bつ

て〉

つ
に
つ
い
て
無
効
の
♂
亦
え
か
ら
振
れ
一
「
る
こ
と
も
す
で
弓
M
M
誹
て
は
な
い
よ
う
に
店
わ
れ
る

v

{;t' ;.c!7梓発？γν〉九三脱乙万円、主主μ

以
ト
の
こ
し
仁
や
L

緩ん
U

的
に
考
え
る
と
、
法
人
1

的
伝
立
松
明
と
し
て
は
弟

第
説
て
門
前
一
説

一
泌
が
最
も
ま
当
で
お
る
と
、

？
っ
想
定
す
る
よ
三
ー
な
凶
崎
市
に
お
日
る
事
後
的
作
、
足
正
に
つ
い
て
十
分
に
斗
弘
ご
さ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
の
4
1
7
一しし
m
’
で
あ
る
が
、

は
、
新
刊
W
J斗
ア
ハ
約
権
発
行
の
不
十
仔
1

引
を
通
v
J

た
是
正
に
委
ね
る
は
か
な
い
L

2 

新
株
予
約
権
の
行
使
が
違
法
で
あ
る
場
合

に
ζ

え
新
味
4
f
約
権
の
ヰ
4
J
J
U

段
階
に
は
般
民
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の

川
、
新
株
子
約
抱
一
け
行
使
に
に
も
守
つ

件
よ
り
ヰ
心
F

七
等
に
よ
っ
て
株
五
小
不
利
川
を
そ
円
ー
γ
場
r
n
は、

や
は
り
新
株
P
Y
約
権
の
ノ
れ
伎
に

2
4
な
う
株
式
の
発
行
守
刀
効
力
が
問

出
口
と
去
る
し
現
在
の
よ
司
に
、
買
収
防
衛
策
の
一

Hmtt山
ゐ
信
託
Y
F
L

ソノ
J

J

ノ
ブ
ラ
〆
の
場
合
に
は
、
新
株
F
M
W
L
濯
の
パ
ル
一
行
段
位
削
に
は
最 の

H 
!I~ 一4'cl 

あ
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発
行
伐
に
不
？
「
性
が
顕
在
化
、
正
司
令

r

ま
た
、
新
株
予
約
権
の
行
使
マ
一
れ
自
体
、
伊
良
次
で
あ
る
1
1
め
へ
そ
れ
い
と

ー
も
な
う
い
式
子
J
し
呼
の
効
力
が
争
わ
れ
る
場
合
ー
も
あ
る
。
だ
い
」
え
ば
、
新
松
JT約
m憎
む

ι使
に
は
権
利
七
佐
川
市
凶
の
払
込
み

（
ム
六
代
二

一1
八
条
河
（
サ
・
二
八
条
凶
叶
）

い
騒
い
じ
、
能
訓
刊
し
使
期
間

が
必
裟
で
あ
る
の
に

ヘ
条
一
項
削
号
－

絞
れ
到
来
し
て
い
な
い
の
に
権
列
行
伎
を
L
f
場
台
、
相
列
行
伎
の
条
件

二
7
I
U

【
／

L
十
J
ノ

一
条
一
羽
ー
す
と
が
成
机
L
て
い
な
U

の

に
市
川
刊
行
伎
を
し
ー
～
場
合
引
三
ど
め
る

U

こ
れ
ら
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
株
式
交
行
生
寸
心
幼
心
｝
て
争
う
た
め
に
は
前
九
一
生
株
式
市
川
行
斗
J

川
…
効
の
訴
え
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
と
う
か
が
問
題
と
は
る
が
、
同
一
こ
れ
に
つ
L
て
は
、
上
司
ー
の
↑
供
へ
師
か
そ
の
ま
王
巾

T
l

て

九九
h
u
h

っ、一叫一し

七七
ι
げ
つ
場
合
に
は
、
対
抗
料
下
FW柊
心
違
法
な
行
使
に
と
も
ほ
う
株
式
党
行
等
に
つ
い
て
爪
効
事
出
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
ど
う
か

パ
炉
、
酒
別
心
事
出
L

照
ら
し
て
判
断
さ
れ
h
？
と
に
な
る
た
と
え
ば
、

権
利
行
使
併
設
の
払
込
み
が
全
ノ
＼
な
い
場
合
に
は
、

緑川悦パ刊
J

重
L
八
で
あ
る
た
め
に
年
効
宇
古
川
知
認
め
ら
れ
る
ι

ま
に
、
つ
使
条
件
三
崎
一
一
一
反
し
た
場
九
日
い
は
、
粂
件
定
反
が
新
株
予
約
峰
、
り
出
品
行
－
蛇

rγ

ー
ピ
止
へ
わ
庁
ゐ
は
と
九
量
ト
人
ιな
も
の
か
J
ぷ

mfhN
主
に
る
考
厳
女
哀
1
J
L
G

る
か
、

ふ
れ
だ
け
て
加
効
事
庄
の
有
無
～
己
決
ず
る
の
が
一
戒
し
い

問
ム
ロ

5
4あ
り
う
る
か
ら
、
さ
、
〔
J
L
、
株
＋

vp
行
使
条
件
違
反
の
社
印
式
売
行
等
を
差
）
じ
め
る
惚
会
JT右
1

げ
て
い
た
し
m
’
ど
う
か
よ
考
慮
し

て
、
川
叫
効
豆
一
日
の
有
無
を
判
断
ず
べ

な
お

の
場
合
に
は
、
一
新
転
予
約
権
発
行
行
為
…
て
れ
日
体
に
段
低
が
あ
る
わ
け
で
は
』
仏
く
、
原
則
と
し
て
刻
株
子
約
棒
先
行

の
訴
、
t
を
提
起
す
ノ
る
こ
乙
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
新
秩
予
約
格
発
行
以
効
の
訴
え
の
制
度
と
の
故
主
人
口
M
U
は
あ
主
h
問

起
に
ば
ら
な
い

U
L
た
が
っ
亡
、

～
、
、
え
新
味
，

r約
r品
世
の
む
伎
が
新
味
，
h
J

利
権
発
行
一
一
効
の
訴
え
の
山
河
訴
山
対
関
心
経
巡
絞
と
あ
つ
で
も
、

そ
の
い
ご
、
は
ψ
i
1
清
新
株
子
約
権
の
行
使
汁
！
と
も
な
う
株
式
会
行
斗
J

に
つ
い
て
、
計
十
、
坊
の
訴
え
を
法
起
ず
る
こ
ζ

の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い

と

〕

P1

0
九
州

: Ex人i.tc刊行j '3+20tiJ f,；汚［2川：；I、



五

新
株

JLr約
権
念
行
の
小
十
ね
と

間
照
状
況
の
整
理

こ
れ
主
で
の
検
討
か
ら
写
主
れ
ア
日
パ
師
、
川
で
の
こ

2
Cあ
る
。

rJ
な
わ
ち
、
①
新
株
予
約
権
に
つ
い
ζ

は
、
且
…
集
株
よ
先
行
等

の
場
合
乙
沈
べ
て
、
さ
ほ
ど
取
引
の
宮
ヘ
ヱ
を
ぢ
忘

L
は
く
て
A

い
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
み
る
が
、
新
味
4
J
約
准
付
利
債
の
よ
ミ
に

市
山
品
刊
J

形
↑
は
さ
れ
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
る
以
「
取
引
の
安
全
に
は
募
集
株
式
発
行
時
J

の
湯
合
と
同
秤
皮
C
配
乏
を
し
白
け
ー
れ
は
な

ら
な
レ

U

し
た
が

J

て
、
新
体
マ
γ
お
掛
川
党
行
の
川
川
川
事
山
を
品
集
株
式
発
／
什
付
干
の
州
市
効
宇
山
よ
い
引
り
も

l

九
九
げ
て
考
え
る
の
は
手
、
中
ー
で
尽
く
、

阿
ヤ
刊
は
パ
ラ
レ
ル
に
主
ゴ
え
る
べ
き
で
ゆ
め
る

一
判
株
千
約
権
発
む
に
川
刈
ポ
山
内
が
為
る
場
合
で
も
、

い
う
た
ん
ぶ
株
予
約
怪
が
行
使

さ
れ
る
2
、
新
株
子
約
権
党
れ
拡
仰
の
耐
え
を
提
卜
店
す
る
中
止
訴
は
バ
人
わ
れ
る
か
ら
、
山
の
と
は
新
日
刊
予
約
梧
の
行
使
に
と
も
ほ
う
株
式
党

行
以
で
を
い
か
九
円
荒
王
寸
る
か
が
問
題
1
／
な
る

P

こ
の
点
、
初
川
刊

pγ
約
権
の
行
使
に
と

KRP－
ノ
川
内
式
（
U
溌
行
ユ

Uιに
つ
い
て
、
会
い
わ
ぽ

{;t' ;.c!7梓発？γν〉九三脱乙万円、主主μ

。
粂
の
類
推
し
い
市
九
よ
る
芸
止
め
を
認
め
る
べ
き
で
為
る
が
そ
の
点
止
事
体
心
服
釈
に
あ
に
つ
て
は
、
新
株
子
約
桂
判
官
行
加
効

η亦

え
の
制
反
と
の
整
含
川
内
に
配
帰
す
る
必
長
引
LLJ
る
c

そ
、
）
て
、
ム
μ
牡
法
上
、

新
株
デ
約
権
発
行
日
効
の
訴
え
の
に
訴
期
間
が
時
過
7

した

伎
は
、
新
が
尚
一
子
約
権
発
行
は
告
効
ん
7
む
の
し
f

、
p

行
効
九
新
げ
作
J

占
ア
約
抗
慣
や
一
行
使
で
さ
る
こ
と
に
鮮
み
る
と
、
新
株
一
「
約
体
性
の

じ
使
に
こ
う
色
な
ろ
桁
式
発
「
仁
斗
J

に
つ
い
て
は
、
当
該
料
株
予
約
怪
の
入
ん

prに
ム
効
事
出
が
あ
る
場
ふ
い
と
も
、

副
代
予
約
持
苧
九
戸
f
r
、社ーの

訴
え
の
掠
ポ
山
川
判
が
経
過
し
に
い
な
い
場
甘
に
限
っ
し
、
会
司
法

ワ
一
条
の
類
准
池
山
リ
に
よ
る

F

十
九
止
め
が
認
め
ら
れ
る
と
対
す
べ
き

六－

rの
γ
Q
O

ま
た
、
そ
の
こ
に
ζ

の
い
勾
低
か
ら
、
新
礼
子
約
権
ヰ
刊
行
に
組
対
主
山
に
該
ψ
i
し
な
い
差
止
市
平
山
が
あ
る
に

合
に
は
、
当
該
訴
件
予
約
権

η
七
伎
に
と
J
U
K
～
寸
株
式
命
行
仏
子
づ
け
差
汁
め
は
似
則
的
ピ
計
さ
れ
な
い
J
併
さ
わ
る
n

一
叫
訴
は
7hγ

約
権

の
行
使

ιと
も
な
う
株
式
売
行
斗
J

が
行
な
わ
れ
た
拾
11
は
、
妹
、
ー
は
ψ
I
T
司
株
式
発
行
川
干
の
τ叫
ん
を
予
う
こ
と
に
な
る
η

開
－
一
恕
は
州
知
事
由 i;; 
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で
あ
り
、
？
げ
の
解
釈
に
あ
た
ワ
て
も
新
株
子
約
権
党
行
無
効
の

A

訴
え
の
制
定
と
の
援
合
性
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
＆
い

ν

ぷ
り
H
ハ

体
的
に
、

新
作
予
約
格
発
行
に

ι一
幼
事
ヨ
が
あ
る
場
合
に
は
株
式
発
じ
等
の
い
幼
事
丘
が
認
め
り
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
新
伝
子
約
株
九
九

じ
4

一
刻
の
訴
え
の
抗
一
品
期
間
が
何
過
し
て
い
な
い
場
合
に
限
つ
て
の
w

一
乙
で
あ
る
〉

ま
三
、

新
株
fT約
棒
発
行
に
年
対
事
出
が
な
い
場

合
で
も
、
新
株
4
j
約
議
の
行
使
小
違
法
で
あ
る
場
台
に
は
、
当
議
叫
制
株
子
約
権
一
心
行
使
に
と
も
な
う
株
式
発
行
呼
に
つ
い
て
ん
川
効
事
由

が
日
泌
氏
ら
れ

h

つ
る
ハ

取
引
の
安
λ

一
砿
位

募
集
株
式
発
行
川
J

の
制
対
の
訴
え

戸
、
れ
、
コ
の
山
場
合
に
h
け
る
相
川

U

川
畑
、
五
艇
に
は
、

に
涜
1
9
る
規
ど
が
数
民
通
用
さ
れ
る
J
解
す
べ
き
で
あ
る
c

以
？
に
の
よ
う

、
新
外
予
約
権
に
民
「
る
取
引
の
次
全
確
保
の
袋
詰
、
そ
し
亡
、
内
じ
く
取
引
の
安
全
を
確
保
守
JJG
観
点
力

ら
設
け
ら
れ
て
い
る
、
一
一
株
子
約
権
発
わ
川
…
効
の
訴
え
の
制
皮
と
の
蒋
今
川
什
ご
考
向
日
し
た
結
束
で
み
G
F

も
ハ
と
も
、
こ

t上

新
日
刊
予
約
梧
が
行
佐
久
、
L
V
γ

に
の
が
ん
京
株
チ
約
権
発
行
仏
川
切
の
訴
え
の
提

J

叫
問
問
経
過
後
で
み
る
場
ム
川
と
経
過
闘
で
忘
る
ぬ
ム
u
b
L

で
、
林

土

の
あ
り
方
が
よ
き
く
以
ハ
ロ
る
こ
と
に
な
っ
た
ハ
よ
し
白
ハ
体
的
に
、
斗
別
手
心
均
ら
円
に
は
、
日
…
株
予
約
権
先
行
に
先
幼
市
中
防
が

ー
の
｝
て
も
、
新
株
子
約
権
荒
行
’
止
効

η亦
L
J
V
L

提
起
だ
き
な
い
の
は
も
と
よ
り
、
新
株
，

r約
権
の
行
使
に
と
7
0
な
ム
ノ
株
：
人
託
行
事

4

に
つ

し
て
、
主
芹

ιめ
を
ゲ
る
こ
と
11
、川
4
H

効
を
張
「
る
こ

い
v

、ν
か
し
、
前
主
ロ
の
場
合
に
株
主
の
設
は
伊
比
一
一
が
い
山
立
さ
れ

な
い
わ
け
で
は
な
い
c

羽
株
予
約
権
党
行
い
不
ん
刊
μ
壮
弔
凶
が
あ
る
J

認
め
ら
れ
る
と
ぎ
は
、
件
、
は
新
株
子
山
刊
権
代
ん
行
不
十
仔
作
弔
誌
の

訴
え
一
公
什
八
二
九
条
一
一
口
勺
一
合
提
起
し
う
る
乙
こ
ろ
、
そ
の
訴
え
に
は
提
添
照
明
の
制
限
は
な
い
L

一
服
さ
れ
て
い
る
」
そ
の
f
め、

新
い
予
約
棒
パ
訂
J
し
に
f
h

存
在
事
山
μlv為
る
と
さ
れ
る
場
八
九
円
に
は
、
た
と
え
新
統
予
約
桧
光
行
以
効
の
説
、
t
の
収
雨
期
間
判
終
過
後
で
応
コ

亡
も
、
株
ム
丁
は
新
味
予
約
権
交
行
り
対
力
を
争
う
戸
一
と
お
ど
き
る
L
、
ψ
1
1
日
新
味
子
約
権
の
行
使
に
と
も
な
う
株
式
公
「
LA－
－
二

J

い
て

も
、
そ
の
え
止
詰
求
や
僻
効
の
i
r
mを
す
る
い
一
、
ぐ
が
認
め
ら
れ
る
。

f

だ
し
、
二
れ
ん
が
株
五
に
と
っ
て
ζ

れ
ほ
ど
の
救
前

1
殺
に
な

わ
う
る
か
は
、
ど
の
よ
q
J江
口
之
円
に
不
存
在
平
山
が
認
め
ら
れ
る
か
と
1
工
つ
門
店
に
よ
さ
く
依
存
す
る
し
ま
た
、
新
株
マ
f
J札
ム
枠
内
党
行
仁

: Ex人i.tc刊行j '3 + 208J 820 [2川：；I、



不
存
在
事
力
が
一
d
め
、
り
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
株
主
が
ッ
ド
「
議
折
紙
予
約
伸
恨
の
〆
守
使
に
と
も
な
う
株
式
公
行
い
れ
ず
に
つ
い
て
ん
ヰ
…
効
の
十

す
る
と
台
に
は
、

募
集

J

状
式
売
行
M
J
の

に
よ
ヲ
Q
h
ア
ニ
が
ふ
小
山
J

U

、引い

に
関
す
る
胤
心
が
相
一
推
山
戸
同
さ
れ

る
か
こ
う
か
4
一
間
は
乙
な
わ
う
る

J

以
「
と
は
、

ゼ
J

を
検
討
ー
v

て
み
よ
う
ロ

2 

募
集
株
式
発
行
等
の
不
存
乱
を
め
く
る
議
論
状
況

新
株
予
約
権
発
行
の
不
存
在
心
出
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
〈
こ
の
叩
司
訟
に
つ
い
て
は
、
募
集
株
式
交

行
サ
パ
νJ
不
右
在
山
ド
尚
一
ゲ
↓
仏
心
〈
一
色
眠
時
か
ふ
害
者

d

に
な
る
c

担
…
州
事
由
主
新
株

P

十
給
権
発
行
と
内
町
集
抹
式
売
ノ
汀
円
T
J

と
で
パ
ラ
レ
ル

ι
な
る
と

Mmさ
わ
る
心
は
双
述
む
と
お
い
J
t
め
匂
が
、
そ
う
で
み
れ
ば
、
不
存
在
事
由
に
つ
い
て
も
や
は
り
州
者
で
パ
ワ
レ
ル
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
為
る

そ
こ
で
、
ま
す
は
募
J
宋
株
式
発
行
2

J

に
悶
す
る
判
例
ご
み
る
と
、
最
高
裁
ド
成
札
午
月
一
八

i
判
決
は
、
「
v

制
株
詮
行
が
量
効
で

{;t' ;.c!7梓発？γν〉九三脱乙万円、主主μ

あ
る
に
と
ど
ま
ら
「
、
「
机
株
売
行
、
り
実
体
い
Uv
心
川
本
一
い
な
い
と
い
つ
べ
き
一
場
入
品
川
と
お
っ
て
も
、
新
株
売
行
、
U

代
日
記
が
さ
れ
て
い
る
な
レ
L

何

ら
か
の
外
相
削
が
あ
る
ス
め
に
、
新
株
党
行
の
不
心
告
を
で
l

必
ず
る
者
！
日
訴
訟
に
よ
っ
て
マ
一
の
ド
ハ
一
の
帝
認
す
得
ゐ
必
要
の
あ
る
事
態
が
牛

じ
山
内
る
一
」
こ
は
ア
内
心
「
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

」
の
よ
う
な
新
株
治
行
の
不
心
人
引
は
、
剥
件
目
先
行
に
悶
す
る
政
ザ
と

J

て
抵
効
原
因
以

上
記
の
以
前
品
一
市
式
名
ぺ

卜
の
1
d

の
で
あ
る
く
J

も
い
う
こ
L

一
が
で
き
る

乙
ず
る
。
ま
た
、
以
門
間
決
以
必

l
T一一月

J

J

ギ
ド
川
け
た
か
叶
パ
汁
て
£
ド
ミ

ー
ー
、
4

3

ニ：
lJ一

J

l

「
刻
株
発
行
の
実
体
が
な
い
の
に
判
枚
目
党
／
打
の
仔
記
が
さ
れ
て
い
令
な
ど
そ
の
外
絞
が
行
ず
る
ぬ
〈
け
に
は

e

不
実
り
μ
ゾ
績
を
除
j
山

γ
る
必
安
が
あ
る
こ
認
リ
グ
ら
れ
る
か
ら
新
株
不
行
存
は
認
の
訴
え
を
肯
定
4
0

え
き
で
ふ
め
る
ー
に
し
で
い

る

こ
れ
ら
二
つ
の
最
高
法
判
決
は
、
川
川
世
効
の
為
る
特
別
は
訴
え
ー
と
し
て
の
株
式
発
行
不
存
立
裕
一
A
仙
の
訴
え
が
訴
訟
開
店
h
r
と
し
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さ
、
れ
る
い
｝
と
、

ヤ
の
訴
え
は
ム
が
い
を
被
日
と
す
る
必
支
が
あ
る
こ
と
、

ふ
お
よ
び
一
の
一
品
↓
～
い
は
抗
馬
昨
問
問
刷
の
制
限
が
な
い
こ
；
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
れ
が
い
ド
人
記
む
の
γ
ハ
人
科
作
事
川
に
叩
日
当
ず
る
か
に
つ
い
て
い
一
町
日
以
内
f

判
断
し
た
も
り
で
は
な
L

／ 

チ干

「門、

μ 

〆：〉--、
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反
日
裁
が
T
ハ
弁
京
事
川
川
一
を
y

の
よ
う
に
解
し
て
い
る
の
か
は
必
ず

L
4
J明

Jか
で
は
な
い
パ
小
、
上
記
の
判
↓

I

小
を
素
吉
に
ヂ
じ
こ
、

T
m

か

人
仏
事
由
を
株
式
交
行
心
災
体
r
V
存
住
し
hfν

場
ム
円
（
物
河
的
不
存
在
）

r
L
て
、
実
体
円
ー
は
い
場

に
内
山
’
止
し
て
い
る
ふ
う
に

ム口一

γー
の
を
文
字
送
れ
に
逃
解
す
れ
ば
、
家
主
株
式
会
ノ
仁
す
の
子
続
が
ま
f

f
く
は
さ
れ
亡
い
注
い
う
え
に
出
資
の
寝
／
仁
も
な
く
、

川
市
に
を
コ
ム
が
十
け
る
に
す
μ
θ
1川い司

こ
な
い
り

し
か
し
反
白
で
、
平
成
化
庁
判
渋
か
一
新
株
発
行
の
が
γ
存
£
は
、
新
株
売
行
に
践
す
ゐ
沼

i

批
と
し
L
M
…
羽
原
川
凶
以
L

一
の
も
の
で
丸
る

と
も
い
う
こ
し
〈
が
で
き
る
一
と
爪
へ
て
い
る
こ
J
に
F
i
F
R
す
る
と
、
手
続
的
実
私
的
取
仇
が
し
告
し
い
な
ど
の
宅
情
が
忘
る
た
め
と
い

r
4
一

的
に
不
存
在
で
為
Q
と
託
凶
さ
れ
る
湯
九
日
（
、
ふ
れ
的
不
十
行
ん
い
）
を
排
除
す
る
越
両
で
は
な
い
と
み
る
余
地
も
為
る
ま
と
、
下
級
否
裁
判

例
f

は
、
株
式
九
ん
行
の
小
巧
在
平
片
は
均
川
的
不
ム
勺
有
心
均
一
九
日
い
問
問
ヮ
て
認
め
、
口
れ
る
と
す
る
y
U
（
り
よ
ヤ
ヤ
沿
く
な
い

一川町）

は
、
初
間
的
不
も
キ
ー
だ
け
で
な
〈
渋
的
小
f
汁
一
止
の
場
企
も
今
ド
斗
謀
れ
る
と
「
る
も
の
が
多
く
！
よ
け
つ
つ
ふ
ゐ
ふ
（
り
た
め
、
は

λ
芳
行
（
U

心
し
ろ
近
時

不
存
在
に
は
法
的
不
存
存
も
ヘ
ユ
ま
れ
る
1

）
い
て
ノ
上
々
川
で
判
例
法
制
打
一
日
’
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
も
汗
さ
れ
て
い

仮
に
法
的
に
ボ
存
丘
一
｝
と
め
る
〉
二
計
侃

5
れ
る
場
合
矛
、
的
z川
＃
特
）
に
も
ボ
存
心
事
臼
が
訟
め
つ
れ
る
／
「

J

て
ー
へ
間
以
は
、

H
ハ
体
的
に
γ
一の
L

主
ノ
な
場
合
に
法
的
ヌ
介
在
で
あ
る
；
、
さ
れ
る
か
で
あ
る
。

、
」
の
川
間
訟
に
つ
h
J
L
、
宇
一
品
ー
は
、
第

に
、
手
続
的
・
究
体
的
な
収
抗
が
若
し
い
か
ど
う
か
こ
い
う
ぷ
却
で
判
断

γ
べ
舎
で
丸
り
、

よ
り

3

品
川
体
的
に
は
、
代
表
約
刊
の
あ
る
者
が
パ
九
r
七
子
い
ね
を
込
吟
γ

い
る
か
ど
う
か
、
引
受
人
ゐ
現
実
に
有
効
な
い
払
込
み
を

L
て
い
る
か
ど

う
か
を
市
杭
ず
べ
き
で
お
る
と
す
る
見
併
日
み

一
」
の
見
併
に
よ
れ
ば
、

引
受
人
が
有
効

代
点
取
締
役
が
党
行
手
続
hv
進
吟
、



九
品
払
る
み
を
7

し
て
い
る
場
合
に
は
、
た
と
え
株
ニ
へ
の
通
知
な
欠
く
と
か
、
支
配
権
の
玄
寸
円
以

k
t
の
不

E
な

E
的
が
あ
っ
た
〉
注
げ
て
も
、

析
ー
ん
た
「
イ
h

生
寸
は
五
七
九
什
と
は
さ
れ
な
い
v

一
と
に
な
る
つ

学
説
仁
は
、
第
一
に
、
募
集
株
式
売
行
畢
効
心
訴
え
に
肘
い
十
一

3
れ
た
科
々
の
引
限
、

ご

り

「
J
L
L
r
一
昨
訪
問
叫
ひ
別
出
出
？
ど
却
水
ず
る

i
i

て
く

i
i
i
j
i
J
乙
ド
〉
一

τt
，

の
か
か
づ
宮
中
で
日
い
場
ハ
じ
に
企
存j
y

什
事
由
、
法
的
計
作
在
一
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
、
ふ
る
見
解
も
人

見
ハ
体
的
に
ζ

の
r
す
っ
ぽ

弘
ム
ロ
に
不
必
在
中
r
肝
が
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
亡
、
こ
の
第

説
の
論
者
の
は
健
一
は
リ
ム
バ
す
し
も

放
し
て
レ
な
い
が
、
株
！
ハ
下
旬
／
什
に
だ

止
事
山
占
め
る
レ
は
い
叶
1

切
乍
出
h
M
P山
V

守
る
こ
と
士
前
提
に
、

な
百
株
、

ν手
間
わ
YT止
請
求
あ
る

w

無
効
の
晴
、
え
に

さ
ら
に

上
っ
こ
争
う
、
一
と
が
吉
凶
的
に
抗
け
ら
れ
て
い
る
状
況
が
め
る
こ
l
L

お
よ
び

株
式
搾
れ
が
会
社
支
記
桧
維
持
む
た
め
に
行
な
わ

J

之山由一」レ
L

ヘ不人
F
H

長
冗
／
わ
で
あ
る
こ
ー
と
）

が
必
要
で
め
る
と
「
る
ト
川
は
羽
お
よ
そ
止
ハ
述
［
て
い

記
①
心
一
事
件
は
、
株
式
交
行
心
不
λ
J在
古
認
め
る
べ
き
な
の
は
、
株
式
発
行
無
効
一
川
訴
え
に
府
議
宍
、
れ
た
粍
々
り
制
限
、
と
り
わ
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ム
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け
提
訴
刻
問
の
制
以
を
訴
す
る
の
が
玄
勺
で
ず
れ
M
い
場
企
で
あ
る
と
す
る
戸
JLXr刀
わ
〈
反
映
し
た
も
の
で
ふ
る
L
た
ど
、
第

一イ訟のム判明
ω
甘いは、

株
式
発
行
心
不
存
在
が
認
め
つ
れ
る
は
岬
合
を
さ
ら
に
阪
に
）
て
い
る
に
こ
れ
は
、

し
し
記
小
川
の
長
件
を
氾

Yι的
に
求
め
る
」
と
で
、

不

正
以
刊
行
の
川
崎
ム
円
は
H

制
等
］
ド
賠
償
首
入
札
に
よ
る
株
主

位
体
式
発
行
の
一
不
存
在
と
い
ニ
J

応
で
そ
の
効
ん
の
yhl
訟
を
訟

ぷフ

る
d正、
i紛
ら九

万、

暦
F人

き
＇白

岩
〉三

方

#; 
j 
I 
＼ 

ミK
G') 

/ 

，理

月＇ '・ . _., ＂~ c I~ 
れめ
る・，；に

ま

連
品
L
L
、
取
が
伎
の
権
限
引
Jrmい
片
的
行
使
が
あ
ヮ
た
；
、

F
怖
さ
れ
、
そ
の
権
限
行
川
R
C
幼
い
心
が
百
心
さ
れ
る

「
ヘ
〕

／）
β

必
佼
で
占
め
る
；
考
え
ら
れ
る
こ
こ
ろ
、
権
限
の
治
則
的
行
使
h
I
あ
っ
た
と
掛
川
慨
で
き
る
た
い
の
に
は
、
上
記
の
①
の
安
れ
だ
け
で
は

f

民
条
一
項
、
世
ノ
川
川
口

日記り
Y

号
、
一
丸

ηυ
女
件
が
も
満
三
す
必
泌
が
あ
る
、
ぐ
い
、
た
る
。
も
3

と
も
、

i
記
小
川
の
よ
う
な
状
況
は
、
忍
常
、
支
配
権
争
J

の
あ
る
会

札
一ご

一
却
仰
の
株
主
山
？
に
区
計
ヤ
川
者
か
口
派
心
者
に
い
じ
に
募
集
株
式
を
制
り
当
て
る
た
め
、
広
一
対
派
に
募
集
株
式
発
行
守
正
ホ
実
を
知



、フト
h
a
u
、rh
えノ了トー一、
ω
lム叶ア川市、乙）
TL

よ
主
れ
勺

t

v

i

j

i

j

t

r

－
／
、
一

r

；
ι

し
し
認
の
小
山
の
V

一
川
け
今
、
満
た
い
て
し
る
場
企
円
で
あ
れ
ば
、
同
時
に
⑦
心
坦
件
、
ふ
い
前

と
LZ
ご
＼
γ
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

ー
記
mー
か
の
裂
件
を
満
た

f
た
め
に
は
、
公
開
会
叫
ー
で
は
、
少
仕
〈
／
一
本
葬
会
事
的
？
の
通
知
・
公
弁
ヘ
ム
存
在
二
心
条
一
一
項
判
向
（

J

）

方
法
〆
｝
干
し
て
、
市
yz人
i
、
反
対
派
り
え
止
請
求
な
い
し
畢
効
訴
訟

心
機
会
を
者
う
形
C
子
礼
町
I
F

れ
な
わ
れ
、
も
L
く
は
冶
j

幻
ψ

公
告
を
ま
っ
た
：
欠
い
て
い
る
こ
ζ

が
必
山
祉
円
で
あ
る
と
さ
れ
る
u

池
打
、
非
公
開
川
会
引
に
つ
い
て
は
募
集
争
反
の
送
計
・
公
止
「
か
義
務

つ
け
ら
れ
て
お
ら

F

代
わ
り
仏
、
株
ム
下
初
当
亡
の
州
市
川
ん
円
に
は
割
中
1
布
一
切
の
発
送

（J

条
河
原
ご
ケ
↓
通
じ
て
、
叫
体
制
問
中
1
て

へん百社

J、

外

に
は
株
主
総
会
決
議
に
よ
る
募
集
宇
疫
の
決
定
｛
ム
五
社
九
九
条
二
一
明
一
乞
淫
じ
て
、
株
ム
下
に
忠
一
集
宇
「
川
唱
に
践
す
る
情
報

が
従
位
い
さ
れ
守
、
と
が
予
定
さ
れ
こ
い
る
か
ら
、

4
ア
戸
開
会
社
で
は
、
そ
れ
ら
の
手
続
が
造
反
に
民
政
手
れ
て
い
な
い

心
C
申
久
作
が
消
zr
～
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
υ

そ
L
V
二
人
加
え
て
、

k
T
公
際
会
村
で
は
、
株
式
売
れ
川
効
m
y
Fえ
の
従
一
計
期
間
が

立
に
延

ば
さ
れ
た
こ
1
／
心
魁
旨
二
歳
み
る
と
、

あ
え
て
問
題
？
と
以
る
は
ー
す
九
行
7mr
ら
」
経
過
勺
い
に
｛
t
Aぃ…マ林、
i
一
杭
会
を
阿
佐
し
た
と
い
ぷ
迫
加

的
な
事
情
が
よ
あ
れ
ば
、
上
記
①
の
安
件
ψ
消
火
し
て
い
る
と
さ
れ
会
可
能
科
は
手
ら
三
両
ま
る
て
あ
ろ
う

3 

新
株
予
約
権
発
行
の
穴
存
立
お
よ
び
新
株
予
約
稜
の
行
使
に
と
も
な
う
株
式
発
符
等
の
穴
存
在

ー
記
の
苓
佐
京
株
式
R
L
行
作
J

の
ポ
ド
ハ
什
相
を
め
く
る
議
調
は
、
お
お
よ
そ
新
株
予
約
椛
発
行
心
不
存
存
に
つ
い
亡
も
り
」
て
は
ま
る
つ

問
視
は
、
基
本
的
な
守
場
と
し
て

つ
ま
り
、
新

、u
L

L
J
J
f
r
 

つ
べ
き
か
E
あ
る
が
、
第
二
JMPMAげ
さ
ゴ
と
あ
る
じ

外
予
約
諸
問
主
行
の
不
行
存
に
は
法
的
不
存
在
日
場
G
J色
合
ま
れ
る
と
し
た
う
え
で
、
新
株
予
約
確
立
ι行
に
い
点
J

付
金
ア
出
占
め
る
い
は
川
対
主

出
が
行
ず
る
こ
と
を
間
接
に
、
一
江
株
ヱ
が
事
前
日
仏
汗
止
請
求
あ
る
J

は
事
後
の
畢
効
の
訴
え
に
よ
っ
て
争
、

2
一ζ
が
い
十
一
古
川
門
的
に
妨
げ

ら
れ
C
い
る
状
刈
か
お
h
r
F

〔
小
公
正
先
行
て
為

J

3

｝
 

1一仇
J
J

、
新
弘
子
抗
議
発
／
什
が
九
百
社
支
昨
山
住
絵
拝
の
に
め
に
行
な
わ
れ
て
い
る

0) 
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る
）
場
合
に
、
新
株

τ叫
ん
幻
桜
花
汗
心
不
臼
在
ヘ
法
的
不
存
立
）
4

ノ
〆
一
認
め
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
乙
こ
ろ
げ
た
見
解
を
長
7

一
石
よ
り
？
少
す

る
の
は
、
以
「
幻
球
叶
に
も
ロ
る
も
の
と
あ
る

持
一
に
、
新
株
子
約
権
は
そ
の
山
刊
行
百
時
計
の
白
人
川
茂
が
十
へ
き
い
た
め
に
、

苓
長
株
式
の
代
f
h
t
斗
一
ー
の
場
ふ
乙

F

ア
レ
て
、

既
存
p
件
十
古
新

件
予
約
山
刈
市
交
行
に
よ
っ
て
つ
一
ー
し
に
こ
の

の
か
を
斗
切
し
に
く
い
場
合
点
少
な
，
、
な
い
。
ず
れ
ゆ
え
、
と
く
に
非
公

調
会
社
で
、
多
：
の
株
主

い
γ
Q

よ
う
な
状
況
で
は
、

味
下
h
r
一
正
一
…
効
事
由
が
あ
る
こ
と
に
も
気
が
つ
か
沿
い
ま
ま
、

干
す
株
「
約
権
発
行
川
川
…
幼
心
訴
え
の
た
ポ
出
向
山
？
？
4
U
氾
L
9
る
長
能
u
J
C
仕
じ
う
る
。
正
た
、
違
法
な
新
株
予
約
F

弛
発
行
が
硲
密
十
一
台

ι
な
さ
れ

る
場
合
川
L

は、

新
株
マ
j
rわり弛
U
行
使
に
と
も
な
司
株
式
流
行
斗
J

に
つ
レ
て
は
公
一
ボ
の
制
度
が
弓
司
日
｝
と
J
o
d
の
っ
て
、

主

一

一

ゴ

〉

E

、

京、
1
5
4
U一
Z
L

ま
ま
林
1
札
口
孔
行
等
が
行
わ
れ
、
さ
ら
L

林
式
発
布
等
蜘
切
り
一
訴
え
の
提
J

州
問
問
も
従
過
［
て
し
ま
う
可
能
性
が
小
さ
く
よ
円
い
℃
あ
F

？
っ

こ
れ
ら
C
意
味
で
、

γ
判
株
予
約
校
の
場
ん
T

L

は
、
捧
ι阜
市
株
式
の
み
合
と
比
べ
し
も
、
提
訴
期
間
C
制
限
心
な
い
、
ぷ
林
予
約
催
奇
’
打
不

七
月

J4u惟
誌
の
訴
え
を
通
じ
て
件
！
し
の
ま
治
ん
ど
凶
る
必
安
が
よ
り
一
層
大
き
い
と
い
、
え
る

J

こ
、
り
こ
と
は
注
に
い
え
ほ
、
新
川
内
予
約
柊
円
五

{;t' ;.c!7梓発？γν〉九三脱乙万円、主主μ

／
刊
の
山
川
ム
n
に
は
、
新
株

prf判
権
流
行
川
川
効
の
訴
え
に
用
意
さ
れ
に
叫
佐
々
の
制
収
、

と
れ
わ
け
提
訴
却
問
の
制
限
E
A
W
ず
る
の
が
妥
レ
ー
で

長
い
場
合
に
不
合
存
明
什

キ
認
め
る
と
い
う
い
的
論
的
解
釈
吹
開
作
用
す
る
必
括
性
が

｛
法
的
不
必
在
、

川
伸
之
仰
い
：
！
と
そ
し
て
、

f

れ
ゆ
え
い
お

J
此
心
当
質
論
が
：
。
り
強
い
ム
円
間
性
な
号
、
つ
こ
と
ま
E
味
r
7
9
v

こ
れ
に
一
行
〕
、
不
介
在
す
物
担
的
不
存
f

引
に
限
ゐ

t
ず

る
ィ
パ
加
、
あ
る
い
は
、
法
的
不
存

4
4一
台
む
／
了
つ
つ
、

T
続
的
・
実
件
的
な
限
？
枇
ド
若
L
U
か
ど
う
か
yu

い
う
主
品
川
刊
で
判
断
す
べ
き

γ

二
子
一
上
こ
主
FJihy

ノ

i
イ
r
－
↑
チ
人

と
い
、
つ
同
一
議
論
以
L
L
の
実
質
論
が
見
当
た
ら
な
い

F

で
勺
に

へ
l
記
第
一
説
）

一、c入、

誌

に

、

第

二
uA
の
最
r八
の
味
U

は
、
不
が
存
事
山
！
な
比
較
的
立
（
従
え
る
γ
め
に
、
取
引
の
安
全
停
似
の
要
請
乙
の
衝
突
か
牛
じ

一
ω、

や
す
J

J

、
｝
こ
に
あ
る
。

L
か
し
、
で
も
で
も
い
ぬ
株
予
約
保
肝
心
行
の
場
会
に
は
、
｝
元
日
安
件
心
、
で
不
作
在
日
さ
寸
か
を

13断
ず
る
か

ぎ
り
、
取
引
力
安
ゐ
夜
似
の
申
立
明
と
わ
衝
突
は
為
三
huv
パ
川
じ
た
い
よ
う
に
忍
わ
れ
る
一
三
れ
を
詳
注
す
る
と
、

（！メ人民半、日：／ス・＂ Zi3！、前zc:zoリ.11、
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に
は
、
主
知
一
誌
が
村
山
需
に
よ
る
閉
じ
小
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
み
祭
主

J

↓
刑
、
の
公
一
が
が
必
出
店
な
し
〉
さ
れ
て
い
や
こ
こ
ろ
、

し
し
助
会
杭
が

新
い
予
約
棒
の
九
九
p
打
に
あ
た
っ
て
右
冊
一
礼
引
が
戸
川
川
以
ハ
を
桜
山
刊
し
な
い
こ
と
は
お
も
立
】
考
え
に
〈
い
。
そ
し
て
、
有
印
一
J
ド
？
届
凶
三
自
に
よ

る
悩
問
問
問
不
が
な
さ
れ
る
ぬ
ム
じ
に
は
、
新
株
予
約
権
発
行
の
不
当
性
中
隠
！
杭

T
Q
4ヲ、
d

店bh
ノ
巧
妙
に
新
株
子
約
池
山
の
山
門
h
n
F
u～い山一

ら
’
れ
て
い
る
J

い
っ
ア
汚
め
て
例
外
的
な
場
台
を
へ
ん
け
h
、
株
ム
丁
が
事
前
心
発
行
、

A
H請
求
ま
た
は
宇
後
日
生
効
の
訴
え
た
い
叫
」
／
｝

γ
司令

二
一
〔
円
、
ふ
っ
と
当
該
劫
掠
予
約
読
売
行
の
効
力
む
バ
z
u
tっ
こ
y
ア
ツ
亡
き
は
い
こ
い
う
事
理
が
バ
1

じ
る
こ
と
も
な
い
；
ぃ
、
え
る

U

こ
の
よ
う
に
苓
え
る
と
、
新
体

rp約
権
発
行
心
不
有
抗
長
山
が
認
め
ら
れ
る
司
能
注
が
↓
め
る
乃
は
、
ペ
ボ
」
一
一
、
株
ス
に
市
川
崎
川
川
絡
む

為
司
令
余
川
刊
r

十
場
会
社
）
以
外
む
た
社
の
場
合
に
限
ら
れ
ゐ
）
そ
し
て
、
も
と
も
と
新
株
マ
土
私
権
は
汰
遅
FJ
る
こ
と
か
希
で
あ
れ
リ
、
流

通
す
る
の
は
新
利
子
約
権
利
性
約
d
q
v
L
C
一
部
の
ケ
1
ス
に
限
ら
れ
る
Y

と
こ
ろ
、

¥, 

L
E
せ
場
会
社
以
外
が
か
刊
行
会
川
け
と
な
る

わ
ん
切
合
に
は
：
い
川
林
子
約
権
が
流
一
也
す
る
主
患
は
あ
ま
り
想
4

止
で
き
な
い
新
株
予
約
桧
が
流
通
「
る
の
は
尚
林
子
約
柱
が
投
資
吋
象
と

し
て
の
訓
値
を
有
「
る
場
合
で
あ
る
1
／
こ
ろ
、
新
株
子
的
権
が
技
ム
官
h
F

－
象
と
し
て
の
測
値
な
令
Lq
る
た
め
に
は
、
円
的
川
付
1
人
に
市
場
制

情
が
あ
っ
て
そ
の
笥
慌
が
答
倒
的

な
ら
す
ぷ
い
と
戸

J

え
ら
れ
る
h
り
て
あ
る
代

川
門
的
株
式
に
山
地
訓
慌
が
な
け
れ

ば
、
新
株
予
約
権
を
行
使
F
ぺ
き
な
の
か
の
判
附
ち
剥
株
予
約
権
ん
ど
完
却
す
べ
き
な
の
か
の
判
断
も
、
に
か
た
い
た
め
、
政
資
対
象
L
Y

し

て
は
不
満
で
あ
る

t
い
え
る

は
、
こ
の
よ
う
に
第
二
説
に
斗
っ
し
、
新
Jh子
約
塔i
党
’
れ
の
f

引
十
行
花
事
当
を
V
い
く
所
｝
ノ
た
場
合
、
予
れ
に
民
っ
て
、

ど
れ
ほ
ζ

株
主
の
投
浴
は
先
実
ず
る
の
で
あ
ろ
う
刀
。
ま
ず
は
、
池
心
子
段
セ
は
禄
王
の
紋
済
を
は
る
こ
と
が
で
き
日
ぱ
い
の
F

て
こ
の
k

う
な
場
合
で
あ
コ
に
の
か
J

ピ
確
認
し
た
う
え
で
、
そ
れ
か
新
株
子
約
権
党
行
心
不
存
在
を
通
じ
て
、
ぐ
れ
ほ
と
紋
併
で
き
る
よ
う
に
な

「川一

る
か
を
ヨ
ウ
ャ
ら
か
に

L
て
み
よ
加
つ
。

: Ex人i.tc刊行j '3+214J 826 [2川：；I、



仰
の
手
段
で
は
株
主
の
段
消
主
図
る
こ
：
f
J
υ

で
さ
ま
い
の
は
、
以
下
の
場
合
で
あ
る

ω新
株
↓
γ
約
権
宍
行
に
吋
効
京
市
が
あ
る

が
、
当
一
政
新
株
予
約
絡
が
行
使
さ
れ
た
の
が
新
杭
下
約
校
発
行
い
対
の
詳
円
ん
の
伏
一
品
開
刑
判
の
粍
過
伶
で
あ
る
た
め
に
、
当
一
誠
一
昨
杉
子
約

沼
山
心
行
使
に
／
丁
も
な
う
株
式
会
行
与
に
つ
い
て
、

の
訴
え
の
山
札
口
止
も
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
③
新
新
↓
y
p
U
N
格
発
行

に
担
効
市
中
出
に
該
当

L
な
い
芸
J
H
事
由
が
あ
る
に
す
v
玄
え
な
い
た
め
、

中
波
新
株
マ
γ
約
」
磁
の
行
使
に
と
も
な
う
株
式
発
行
学
J

に
つ
い
て
、

宍
J
日
前
求
も
勉
、
品
川
の
訴
え
の
決
起
J

当
時
山
町
ら
れ
な
い
場
合
、
市
冶
新
株
子
d
h
准
発
行
に
ん
畑
、
効
事
内
引
私
心
り
、

L
か
J
u
d
、
hvi
該
新
味
子
約

権
が
行
使
、
メ
れ
に
の
が
山
社
株
「
約
権
発
行
川
効
の
訴
え
の
山
中
山
首
期
間
の
む
山
宮
、
山
で
あ
品
が
、
心
だ
、

株
式
発
行
生
J

冊
…
効
の
訴
え
の
提
訴

鉱
山
叫
か
が
社
益
し
て
い
る
に
止
に
、
当
該
新
株
予
約
誌
の
行
使
に
と
も
な
う
株
式
発
行
等
の
組
別
問
問
が
一
認
め
ら
れ
は
い
、
場
合
、

お
よ
ひ
、

ム
必
ぷ
株
予
約
権
心
行
使
パ
か
迭
は
で
あ
る
が

に
だ
、
株
式
発
行
者
保
効
心
一
訴
え
の
続
戸
前
期
間
が
経
過
し
て
い
る
た
め
に

山

w
J
4
M
V一
明
批
判

予
約
怪
C
行
伎
に
と
も
な
う
株

λ
を
打
等
の
川
効
王
伝
が
認
め
γ

つ
れ
な
い
場
合
で
あ
る

υ

こ
れ
ら
の
場
合
、
判
株
予
約
権
発
行
心
不
ム
J

有
J
V
通
じ
て
1
f
れ
ほ
ど
株
ム
丁
の
救
汚
を
凶
る
こ
と
が
と
う
一
る
の
か
c

ま
ず
ト
↓
一
此
の
②
の

{;t' ;.c!7梓発？γν〉九三脱乙万円、主主μ

U

勿
与
口
十
｝
ふ
小
、

不
公
三
発
行
て
、
し
か
も
株

I
O－
新
株
子
約
佐
党
行
長
止
詰
求
お
よ
び
畢
効
の
訴
、
三
心
根
起
り
殺
人
品
が
怠
凶
的
に
奪
わ
れ

亡
い
れ
ば
、
新
私
一
、
f
約
権
先
行
は
不
必
在
で
あ
る
と
さ
れ
る
た
め
、
山
ー
該
新
株
↓
P
J

約
栓
の
行
使
L

と
之
内
ゅ
う
株
式
発
行
斗
J

心
主
止
一
請
求

も
川
正
効
の
一
市
え
の
玩
起
も
認
め
ら
れ
る
こ
し
r
に
な
る
（

反
雨
、

小
公
不
発
行
以
外
の
場
立
に
は
そ
そ
？
）
Z
Y
J

紋
治
は
認
め
ら
れ
な
い
、
引
＼

～
一
だ
、
そ
の
場
合
に
は
、
株
土

J

は
関
係
者
の
民
事

E
任
の
近
付
ん
に
よ
っ
て
紋
ぇ
川
手
れ
ろ
る
か
ら
、
株
式
出
品
ιノ
仁
与
の
t
f
止
請
求
ま

f

効
の
訴
え
の
提
起
を
認
め
る
必
授
は
以
較
的
小
主
ノ
＼
状
こ
の
紋
ι託
は
必
ず
し
も
ぶ
分
で
あ
る
y

こ
は
い
え
な
い
。

池
方
、

i
お
～
刊
の
場
合
は
ど
う
↑
／
ょ
の
ろ
う
か
ハ
ず
れ
は
、
折
体
予
約
権
交
行
に
小
符
在
事
由
が
あ
る
場
ん
じ
で
も
、

f
」
該
新
札
予
約
権

一、ム百社人

の
行
使
に
こ
も
な
う
株
式
先
行
弘
子
J

け
仙
川
効
を
主
張
す
る
た
吟
に
は
、

ト

k
t
o
E
了
と
J
u
r
u
中山〉

Jpt

ホ
介
－
／
亨

F41iv」一！ふ刊
M

j
一
ゲ
乃
バ
ヨ
j
w

シ

八
欠
点
広
一
号
川
号
）

よ
ら
皆
、
灯
、
れ
ば
な
ら
ぽ
ー
γ
の
か

「
提
訴
照
射
の
制
限
か
北
さ
れ
る
の

ど
可
か
に
よ
っ
て
変
わ
り
う
る
c

仮
に
株
式
先
行
等
M
L切
の
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訴
え
に
一
？
っ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ず
れ
ば
、
新
株
マ
J

約
維
の
行
内
に
p
v
も
な
弓
株
式
発
行
ゴ
ド
不
必
立
で
あ
る
と
さ
れ
な
い
限
り
、

析
ー
ん
た
行
生
寸
の
川
効
の
三
長
は
訟
の
？
引
い
な
い
了
二
に
々
る
υ

さ
り
に
、

ー
記
々
め
の
場
、
口
生
命
め
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
祈
杉
子
約

－
 

H

惜
の
仁
伎
に

rも
な
っ
株
式
立
九
戸
1
5古
ポ
ド
ハ
ヤ
わ
で
あ
る
u

一
さ
れ
る
か
に
よ
コ
て
株
王
人
戸
松
済
さ
れ
る
前
例
は
決
わ
っ
て
く
る
υ

刀
、
二
＼
仰

「

J8
 

6
 

2
 

4
 

ヰ＼
 

j
 

Jλ 
門ハ

刀
、
こ
れ
ら
の
司
令
｝
順
次
検
討
し
に
人
よ
「

U

新
株
予
約
権
発
行
巧
比
一
小
ド
ザ
し
幸
市
U
M
M
d
必
る
場
合
で
も
、

「
汀
北
新
株
マ
J
r
W
リ
礁
の
行
使
に
と
も
な
h

つ
株
式
市
凡
行
斗
J
の州い
j

坊
を
ム
下

張
す
る
た
め
に
は
、
株
式
売
行
斗
J
M
川
…
効
の
市
、
ス
に
よ
ら
な
日
れ
ば
な
ら
「
、

ι
A
A込
山
布
一
駐
の
制
限
に
も
日
制
す
る
の
で
d
R
ろ
う
か

U

日
」
の
間

垣
に
つ
い
て
は
、
以

F
の
埋
白
川
M
H一
打
ー
ペ
心
的
に
解
す
べ
丸
一
以
ん
あ
る
す
な
わ
ー
り
、
ぶ
株

f
約
怪
先
行
距
不
十
仔
が
と
さ
れ
る
ル
リ
ム
「
は
、
裟

ず
る
に
、
取
引
の
安
市
保
護
上
り
も
、
林
、
心
絞
川
内
を
阜
市
す
へ
さ
～
場
合
で
ふ
の
d

h

」
へ
し
か
し
、
株
式
売
行
等
が
な
さ
れ
に
湯
舟
ば
、

利
訴
状
↓
次
が
け
十
八
な
る
え
め
に
、
件
、
五
の

ddjfuJん
を
草
慢
す
べ
き
て
め
る
と
は
い
え
沿
い
か
ら
で
め
る
つ
第

に
、
山
川
中
止
の
よ
A

H

新
体
予
約
権
念
行
ー
ポ
ヂ
存
在
レ
」
さ
れ
る
場
斗
円
〈
U
多
く
て
、

実
際
ト
は
、

前
仏
己
J

の
安
全
と
（
り
衝
突
は
井

ν
な
い

へ
取
引
の
長
八
工
は
半
〔
一
さ
れ

長
い
）
が
、
株
式
発
行
宅
が
な
さ
れ
た
場
台
は
い
ノ
ミ
で
は
な
い
信
二
に
、

株
式
発
行
恰
ヰ
…
効
の
訴
え
の
紀
一
品
期
間
的
川
ァ
伐
に
お
け
る

川
村
、
？
の
紋
治
も
L
T目
黒
い
主
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
件
以
コ
H
U

の
安
九
よ
り
も
主
析
す
べ
き
と
あ
る
と
い
え
る
の
は
、
株
式
党
行
与
が
と
く
い

れ
、
事
、
引
の
恒
ト
川
ぶ
ま
に
は
事
後
の
F

効
の
訴
え
に
よ
っ
て
争
う
こ
ノ
↓
玄
戸
川
肉
的
に
払
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
υ

？
私
凡
同
党

ろし叫
J

の
芸
止
請
求
や
架
効
の
訴
え
提
起
が
一
町
一
花
で
あ
っ
た
の
に
、

中
に
い
杭
÷

っ
て
い
る

F

で
つ
な
場
合
に
ま
で
、
取
引
の
安

全
よ
り
も
株
主
の
投
浴
を
重
刻
ず
べ
き
で
あ
る
；
｝
は
い
え
日
い
u

も
｝
心
結
果
、

i
日
一
山
一
ゆ
必
の
ぬ
台
に
は
、
株
式
発
行
川
J

生
4
Vん
の
訴
え
の

件
ん
一
詐
期
間
か
ん
粁
冶
？
て
、
る
た
め
、

た
と
、
JA
新
株
予
約
司
会
行
が
不
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
て
も
、
新
体
W
4
J
約
F

礁
の
行
使
に
と
も
は
h

「
株

点
先
行
け
で
が
不
r
H存
で
お
る
と
さ
れ
芯
い
阪
h
v
、
株
式
流
行
斗
J

の
川
効
の
訴
え
の
況
足
以
誌
必
ら
、
れ
な
い
こ
と
に
は
る
－



四

げ
れ
で
問
、
新
株
予
約
権
の
行
使
に
と
v
も
な
う
依
式
発
行
等
一
？
不
ん
刊
引
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
と
の
J
う
之
助
ム
円
↑
＼
あ
ろ

う
か

J

こ
の
間
一
辺
に
つ
い
て
も
、
幕
日
一
軒
式
交
わ
与
の
ぶ
存
心
お
〕
ロ
び
新
松
子
約
権
八
f
L
の
示
存
在
の
場
合
と
パ
ノ
レ
ル
に
対
す
べ
き

と
あ
る
υ

一j
な
わ
ち
、
信
託
刻
一
7
f
り
ノ
ブ
一
プ
ン
の
場
合
の
子
7

に
、
！
司
円
札
防
常
川
氏
子
し
L
の
新
株
f
T
約
棒
の
発
行
後
に
T
h

り
」
什
炉
開
口

か
に
仕
る
場
台
に
は
、
当
該
新
株
予
約
権
の
行
告
に
／
｝
も
山
店
、
つ
J
M
什
式
売
行
等
が
不
公
リ
光
行
C
占
め
る
と
ゴ
ハ
れ
｝
白
場
九
i

ば
ゐ
り
う
る

＋ 

ずす

引f'l

2 

（五）
4
1
J
日ぃ）。

2-

｝ 、♂，

、←

は
ベ
発
行
等
刀
、
ζ

点
、
ぃ
～
秘
伝
さ
れ
、
事
川
の
宗
J
H
I
凶
求
ま
た
は
事
絞
り
県
効
の
詠
え
に
よ
っ
て
争

う
こ
と
が
立
川
、
拐
に
妨
け
ら
れ
ご
レ
7

匂
場
合
は
、
当
設
株
ベ
発
／
什
J
t
I
は
不
r立
F
で
あ
】
I
G
と
さ
れ
る
と
明
、
戸
れ
】
I
G
〈
し
に
が
っ
亡
、
を
う

［
た
υ之
円
に
は
、
た
と
え
抹
ベ
先
行
寺
川
J

効
の
訴
そ
の
弘
一
帯
柳
町
慨
を
経
治
し
と
い
た
と
し
て
も
、
叶
該
株
式
発
行
等
不
存
立
体
一
試
わ
訴

え
を
提
叫
す
守
、
と
に
よ
旬
、

11ν
株
式
発
わ
寺
の
蜘
υ

一
ピ
じ
」
張
て
き
る
こ
1c
に
な
る

新
株
予
約
鮮
の
打
徒
に
と
も
す
は
う
株
式
発
わ
い
も
γ
に
つ
い
て
は
、

株
4
下

L
f
h
叩
司
令
周
知
す
る
制
皮
が
府
立
さ
れ
と
い
な
い

J

、ゐ
J

1
L人
r
J
？勺
N

J

亡
、
は
ー
が
株
式
発
行
h
t
j

の
事
実
ピ
知
ら
す
、
い
い
の
た
め
、
芸
止
め
令
「
る
こ
と
が

同
日
訴
阿
川
間
内
に
旬
効
の
訴
λ
J
ピ
提
起
す
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新
株
炉
、
〆
約
地
仙
の
仁
使
片
山
Y
4
】
な
ろ
ノ
株
式
発
行
A
J
が
ぶ
存
在
ノ
↓
さ
れ
る
4
4
論
的
茶
慌
を
見
い
だ
t
な
い
か
ら
で
あ
る
ま
た
、
い
一下、人以

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
に
と
い
う
事
態
が
井

し
か
し
、
会
記
が
に
ん
に
倍
ほ
ピ
四
周
知
し
と
か
っ
ー
だ
と
い
う
だ
け
の
お
パ
n
之、

川村
E

人
公
汗
等
が
ヂ
／
刊
士
れ
と
さ
れ
る
の
は
手
、
ふ
で
は
な
い
c

会
行
法
よ
、
会
計
は
株
王
に
情
似
を
司
f

叫
す
る
よ
h
l

安
ぶ
さ
れ
て
い
な
い
い
仏

卜
、
だ
ん
に
情
報
を
河
川
川
、
）
仕
し
m’
J

た
だ
け
で
目
、

抹
式
発
汗
弘
、
、
引
棒
引
濫
ロ
ん
へ
た

条
一
一
頃

J

ご
議
M
r
G
f
土
ケ
山
川
で
言
ず
、

J

J

I

一
L
、
～
一
，

1
1
1
r
J

；
F

こ

ず

フ
7

、、

L

J
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会
社
が
だ
ん
に
恰
州
却
を
周
知
L
仕
か
っ
止
と
い
う
だ
け
の
ぬ
ム
ロ
に
ま
で
松
式
発
行
M
J
を
ん
存

ιと
し
て
し
ま
っ
と
、
牧
ー
ん
た
行
中
ι
め
く

る
取
引
の
安
全
が
其
だ
）
く
す
川
さ
れ
る
の
で
、
ァ
て
の

π一味
C
？な
υ
妥
叶
で
な
い
乙
い
え
る
。
も
／

τふ
り
、
こ
う
し
～
解
釈
に
よ
る
と
、

五
乃
ソ
M

枚
済
は
必
ず
L
も

i
分
九
す
も
り
、
t
は
へ
は
ら

F
、
上
引
い
③
一
慌
の
場
ふ
f
J
九
、
妹
、
下
心
救
一
任
問
点
実
現
犬
、
れ
は
い
宇
龍
、
が
少
な
か
ら
ず
魚
じ

う
る
〈
し
カ
し
、
そ
れ
は
取
引
の
バ
首
九
十
倍
川
7
と
1
f
レ
l
ト
・
オ
フ
の
問
符
に
あ
る
も
の
で
み
点
っ
て
、
や
む
JE
得
な
レ
と
工
つ
べ
き
で
為
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本
稿
で
は
、

新
味
予
約
祐
党
行
に
収
抗
が
あ
る
場
合
合
中
心
に
、

株
主
の
段
浴
手
段
を
全
般
的
に
取
り
上
げ
、
般
討
L
た
り
新
株
4
J

の救↓品目

F
A一
つ
川
、
新
味
子
約
権
代
九
行
の
亙
J
H
U
グ
・
韮
妨
、
新
味
4
J

約
権
の
一
行
中
山
に
〆
了
也
九
正
予
円
株
式
交
行
与
の
宍
止
必
・
相
川
然
、
ゴ
ハ

ら
に
す
体
予
約
権
発
行
心
不
存
イ
、
新
株
子
約
縫
の
行
使
に
と
も
う
た
う
株
式
発
行
停
J

の
小
存
立
ー
と
、
台
わ
吟
て
多
岐
に
わ
ら
一
る
〈
？
亡
、
れ

は
、
刑
以
前
あ
る
新
株
マ
j
rわり弛
U
先
行
を
め
く
っ
て
ぽ
、
こ
れ
ら
の
紋
浴
千
段
が
奇
心
整
合
主
主
仰
木
ち
な
が
ら
、
い
か
に
有
刈
な
M
町立中一

日
開
ピ
構
築
す
る
か
が
主
要
h
M
円
以
慌
に
な
る
こ
と
乞
肖
回
収
す
る

υ

こ
れ
ら
心
紋
今
手
段
、
日
そ
れ
そ
れ
別
川
町
の
制
氏
で
為
る
こ
と
を
団
自
L

整
合
朴
け
に
配
慮
L
m
z
い
の
は
妥
当
で
な
い
、
川
、

他
ん
で
、
紋

済

T
段
相
川
の
整
へ
U

糾
竹
中
」
完
全
に
確
保
す
る
の
ふ
い
不
可
俗
で
あ
る
か
、
口
、

整
合
牲
を
保
つ
の
は
記
の
重
要
な
rd
叩
分
二
悶
す
る
も
の
内

と
と
め
る
ほ
か
は
な
い
〕
そ
の
窓
一
は
で
宝
山
立
の
は
、
判
怜
予
約
機
光
行
旬
効
心
訴
え
に
つ
い
1
提
訴
羽
問
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
の
恥
合
性
で
あ
ろ
う
に
と
い
う
の
も
、
川
制
民
の
下
で
は
、
新
株

J

予
約
権
発
行
に
段
庇
が
あ
る
場
合
で
も
、

J
F
一
ミ

J

－J
？

にヨ寸いケベ：
η判
明
士
九
示
、

れ
な
L
ま
ま
捉
訴
期
間
が
好
過
ず
れ
ば
、
新
株
一
子
約
権
流
行
は
ム
h
効
な
も
の
こ
し
亡
銃
一
止
す
る
ャ
り
と
の
場
合
、
新
株
J

，
一
品
川
権
ば
ゐ
効
ピ

じ
使
ず
る
こ
y
、
が
む
き
る
こ
さ
れ
て
お
り
、
v

の
九
が
｝
制
作
予
約
悼
怖
を
の
く
る
収
引
の
安
全
を
椛
保
一
；
る
う
え
で
の
中
岐
部
分
と
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

、
新
校
P
U
J

約
権
の
行
使
に
と
も
な
い
発
行
さ
れ
る
株
式
を
め
，
、
叫
ん
叫
限
引
の
安
全
に
つ
い
て
北
、

ま
た

募
集
斗
人
間
主
行
等
怖
い
品
川
の
訴
え
に
減
ず
る
規
定
ん
と
類
推
治
則
し
、
叫
冗
訴
既
刊
の
制
限
に
も
服
さ
ー
で
司
令
こ
と
を
垂
じ
て
図
る
べ
舎
で
占
め
る

と
考
え
ら
れ
る

U

し
た
が
〆

L
、

本
稿
で
は
、
新
株
予

、
」
れ
ら
の
山
’
は
お
一
imr
、
戸
ず
に
、

ζ

れ
ほ
ど
弘
、
ド
工
口
一
段
討
を
出
い
り
戸
つ
る
か
が
内
わ
、
れ
る
と
こ
ろ
、
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約
ぬ
れ
ハ
ん
汗
心
不
合
存
明
什
を
出
く
解
ず
る
ミ
と
で
、
抹
で
の
f
叫
済
を
阿
る
え
き
で
あ
や
二
、
戸
張
、

1
1
？
さ
っ
し
た
力
向
性
は
、
品
評
u

一ヘ株

λ
出
先
行
等
の
ヌ
レ
L
什
を
め
一
戸
、
る
日
灯
時
の
裁
判
例
の
流
れ
こ
J

丸
山
一
笠
ヘ
ピ
的
で
あ
っ
て
、

て
浪
路

L
た
別
決
M
M
で
は
な
い
と
い
川
一
れ
れ
る

＊ 

ギ
ト
柄
の
吹
い
十
に
あ
と

3

て
辻
、
ヘ
阪
大
学
日
控
内
山
町
究
f
の
け
木
棺
一

教
授
一
一
円
一
ご
敦
七
士
山
相
ブ
？
：
！
三
、
未
公
支
の
段
階
か
っ
論
文

一lt
i
A
A
T

計一九一

新
株
F
約
権
り
2
2

使
に
よ
る
株
1
人
主
戸
μ

守
口
一
斗
土
リ
三
位
び
付
沼
県
f

ブ
！
山
慌
牛
士
ヨ
＋
円
J

暗
記
さ
d

耐
九
人
後
部
一
ケ
十
協

成
v

九立、

L
こ
ェ
rA
｝
け
比
一
二
、
い
す
と
き
、
貴
亘
な
九
段
zy
与
え
た
「
山

1
4
V式
訪
Uア

J
lげァハ勺
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半
討
は
、
山
口
に
J
L
、
引
状
予
約
栓
八
刊
汗
に
取
抗
が
あ
る
域
主
心
株
王
の
段
1
V手
段
一
J

い
て
が
川
十
心
枚
討
を
町
、
ノ
」
八
こ
と
ム
f
i
A
Y
A
w

－八

深
川
戸
安
ぷ
一
新
株

r約
枠
制
民
の
効
用
ζ

法
的
問
題
！
？
一
法
字
セ
～
～
、
J
J

？
一
ハ
二
日
u
h
d

（
円
二
一
午
」
一
ヘ
J

只
い
九
円
」
レ
小
柄
は
そ
れ

4
基
徒

に
す
た
も
の
で
あ
る

d

ー

一
〆
こ
川
本
皆
川
弟
、
↓
j

一
等
朱
新
松
子
約
惟
発
汁
U

ム
止
9

下、川明
e

十立－

4
4
u」
一
川
門
知
論
点
九
ち
へ
一
じ
り
ヘ

4
）
一
一
八
一
一
K
、
江
出
汁
官
r
一
イ
郎
l

「
株
ベ
ヲ
ロ
法
一
生
以
〕
」
～
ム
句
読
問
、
九
）
一

U

斗」

J

山
白
伝
川
二
日
，
十
一
一
五
峠
，
y
約
拾
の
は
お
の
か
材
先
行
心
涼
夜
一
足
宇
一
伝
治
山

邦
一
八
つ
ヶ
ι

二
、
い
一
八

J

イ
）
六
パ
つ

1

一
三
こ
れ
～
対
し
、
松
比
‘
戸
r
雨、出

f
ご
ハ
只
は
、
－
寸
枚

f
b碓
の
汀
使
に
】
d
h
ん
古
代
日
ヤ
人
付
ず
る
松
べ
必
が
父
い
川
町
時
ド
コ
ヂ
f
J
G
過
す
J

1。

主
叫
ん
け
は
、
新
株
ァ
約
格
発
ノ
什
っ
吋
J

川市
d
U
U
Fゲヨキ
j

る
f

一
さ
れ
る
υ

バ
即
日
刊
救
長
は
、
不
味
ア
約
一
日
咋
心
持
J

叫
九
ず
刊
十
日
、
先
行
の
ノ
ケ
奇
心
に
一
耳
切
手
4

、一

約
栓
の
托
戸
山
つ
い
て
ペ
ノ
る
い
明
人
戸
L

、
か
判
官
悶
～
粁
株
子
約
椿
心
？
使
に
つ
い
て
し
山
効
山
下
小
川
氏
一
サ
ノ
る
回
全
と
が
あ
り
、
長
者
の
場
ム
げ
も
、
九
九

苅いいそ
F
J

約
絞
ヰ
γ
行
併
効
mu
訴
ん
心
提
訴
町
山
院
内
よ
巧
れ
一
件
、
日
蛙
幼
心
訴
え
に
泊
中
止
店
、
さ
る
と
熊
々
礼
て
い
る
む
九
円
相
松
千
社
権
の
わ
伸
、
に
一
川

よ
れ
会
斗
引
が
交
付
「
る
株
日
、
数
が
父
付
町
持
飢
い
人
数
h
V
M岨
返
す
る
場
合
に
コ
い
C
も
、
戸
川
株
子
約
帯
け
れ
h

使
に
つ
い
【
年
対
宇
川
rJバ
l

／
る
場
立

〈
一
ご
り
コ
一
ー
あ
J
Q
U

」
抗
？
と
と
や
コ
れ
る
の
か
J
A
し

れ

な

い

）

庁

、

L
カ
L
、
主
的
に
は
、
石
川
主
主
－
K
汁
行
行
み
そ
れ
山
停
に
が
此
が
ぶ
場
ん
い
に
は
、

JιfyLェ
先
行
ー
な
の
訴
え
U

い
Z
A
L
J一
と
い
山

は
土
訂
さ
れ
ず
一
ま
た
長
川
礼
会
認
め
匂
実
益
も
そ
ろ
大
き
い
わ
け
之
は
な
い
二
株
、
ヱ
は
制
林
F
h一
権
の
汗
何
に
？
と
も
な
う
株
1
J
発
ノ
イ
ぷ
寸
の
土



め
ま
ム
プ
ザ
山
品
切
一
一
v
一
主
張
す
ξ
こ
｝
に
一
か
つ
て
刈
札
口
す
る
ほ
か
な
し
こ
制
さ
れ
る
～
ぶ
稿
ニ

2
ヘ
主
）
も
お
幸
町
一
。

Jh味
J
P
J
約
持
U
行
常
に
討
す

る
出
呪
ぷ
あ
れ
ば
、
迦
っ
て
引
株
十
約
一
惟
か
百
戸
行
弘
J
E
取
抗
か
市
民
い
る
℃
さ
え
る
ヘ
オ
沿
も
あ
匂
川
、
一
、

4

れ
は
、
れ
も
七
’
イ

J

九
一
千
特
効
と
ι一
？
A
一で

お
る

r
p，
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
新
紙
子
北
陸
心
行
伎
に
隠
し
て
J

じ
に
市
抗
古
亘
に
£
る
乙
む
山
町
山
一
札
る
例
外
的
な
場
介
に
限
る
い
＼
ぎ
で
は
な

ケ
J
J
う
由
。
こ
の
山
、
人

f
J
J
r株
チ
約
ム
併
の
培
担
げ
慢
民
間
正
糾
口
に
お
い
て
正
株
マ
P
J
約
祐
三
u

什
憶
に
工
h

ノ
ノ
五
社
心
2

交
付
レ
ヨ
る
株
式
紋
心
J

父

忙一
E
d
能
林
（
人
仏
子
川
必
沼
「
る
誠
一
〈
己
で
札
、
そ
A

し
た
判
外
的
な
誠
九
己
に
は
高
さ
な
い
一
一
刊
に
巴
わ
れ
る
t

え
の
場
合
、

γぷ
円
「
の
時
当
ー
は
、
新

株
cd
十
村
地
予
行
使
ま
れ
て
、
宗
派
に
父
什
可
能
株
式
次
冷
一
起
湿
す
る
怜
兵
力
父
刊
さ
れ
に
川
旧
日
で
布
一
一
め
て
μ
に
／
U

す
も
の
た
か
ら
で
一
£
勺
ぃ

F
r

れ

ま
に
心
制
効
の
ヱ
七
慣
を
認
め
れ
は
足
り
る
と
者
、
乙
ら
れ
る
ι

－｝
Y

一
万
能
一
折
株
子
杭
曜
の
行
債
に
よ
る
株
式
光
行
生
J

の
＃

7Jお
tv証
…
芳
成
自
リ
タ
J

布、

L

｛］活

J山んど市
J

ん
た
持
一
右
l
信
仰
成
文

堂
、
↓
〈
〉
一
主
）
二
問
一
μ
主
立
問
ぃ

一
氏
。
一
二
日
点
目
同
し
て
、
f

均
株
予
約
桂
川
刊
れ
い
仏
の
一
「
に
攻
引
の
ー
ち
ど
を
YJ出
γ

へ
き
陵
台
い
が
吹
v

も
の
と
、
そ
う
て
口
い
も
の
と
て
、
糾

川市下
h
叫
ん
と
分
は
ぜ
て
宅
、

xる
と
い
～
ユ
ム
」
併
も
あ
り
う
る
々
も
う

V

れ
右
い
c

た
ぶ
に
了
一
ご
れ
が
で
き
れ
は
戸
市

f

吉
之
あ
る
古
、
や
人
陪
ト
、
ト
曳
く
と
い

国
崎
J

主一
7
3
1仏
7
J」
考
？
／
つ
わ
る
こ
／
に
づ
い
亡
、
木
ね
三

2
（一一

P

一
多
目

ヘ、
Y
信
託
忠
一
ブ
イ
ソ
プ
一

7JI乙
は
将
来
の
殺
1
江
川
山
円
以
ジ
恐
れ
る
ん
出
仕
「
九
ハ
ふ
首
位
J

h

ヘ
4
uげ
に
、
弁
別
的
条
司
が
什
さ
れ
に
求
味
4

約

惟
を
い
い
百
九
京
社
t
引
り
中

J

て
て
発
口
ヤ
た
～
7
y
J｛
ス
ム
伺
山
士
、
日
什
象
人
広
川
止
力
取
、
机
λ
kん
示
品
嘉
久
f

－
の
山
中
で
お
よ
び
刻
林
ず
J

約
い
侃
の
行
慢
荒
判
、
レ

凶
ヘ
恥
し
り
～
こ
と
の
f
T

口
を
行
な
う
？
r
＼
む
立
会
L
口
が
怠
注

U
の
L
M
f
円
滑
抹
之
に
J
r
h
L
C
引
い
作
子
杭
北
川
か
父
付
す
る
と
い
店
内
什
州
市
乍
て
忘
る
J

こ
の

川
崎
合
に
は
、
い
が
株
ァ
約
持
U
発
行
町
山
ど
は
芹
1

ム

lT一
に
J
J
九一
ω
反
抗
は
存
十
打
、
ζ
u
い
一
点
、
右
一
売
す
の
山
川
上
円
台
対
談
会
作
ー
の
民
締
役
会
が
こ
U

仕
組
み
を
市
町
日
ム
ベ
る
ご
と
＼
一
J

不
公
半
で
も
7
Q
L
Y
1
7
状
況
が
川
工
よ
れ
る
〉
さ
れ
る
（
ヘ
ノ
三
石
川
「
判
批
」
中
古
川
止
丈
ほ
か
柑
司
M
ぷ
A
判
引
の

分
析
介
府
、
肉
料
E
n
一
、
一
）
〔
〉
午
一
六
七
日
〉
吋

二

V
4
7
u匂、
μ
～q
f
J

｝
千
戸
田
…
f

ヘ
バ
一
一
校
～
、
品
集
林
↓
人
九
七
行

F

寺
小
r竺
江
ザ
ム
M
r
引っ誌
L4
ん
に
つ
い
て
、
北
訴
刈
問
の
制
限
法
泌
さ
れ
な
い
と
師
二
c
hど
い
る
に
批
判
干
l
一
叫
五

q

一
月
一
七

H
門
町
長
打

K
ム
互
一
一
で
ニ
一
二
ー
一
む
新
株
予
約
比
弘
元
什
千
存
在
確
認
の
一
司
え
に
つ

ρ
て
、
そ
れ
乙
引
に
併
す
る
一
了
一
二
九
九
口
市
町
住
は
法

〉
フ
ベ
し
為
l
h

〔

p
v
L
4
1
h
L
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ヘ9
F

不
潟
地
決
計
以
二
一
U
れ
リ
月
〕
什
立
利
二
九
八
u

勺
Jι
九
白
川

一日

p

y、
〕
吾
川
氏
行
成
二
／
ん
1
ア
ペ
月
一
ハ
ム
ゼ
一
二
ん
八
u
万
円
九
己

丘
一
二
の
占
刊
に
つ
J

て
は
、
半
i
J

五千’
d

融
市
山
件
以
一
ん
も
に
八
十
抗
ヴ
手
什
点
一
一
方
b
、
見
仮
処
分
決
定
の
判
小
を
7

こ
の
ま
ま
引
凶
三
、
い
る
カ
、
？
と
れ

や」九九一
f
而
け
ど
民
h
v
L
｝
、
会
祉
法
一
円
一
久
市
川
u
類
推
造
用
で
は
な
ノ
＼
己
必
両
用
さ
れ
る
と
綿
一
て
い
る
」
う
に
八
、
グ
」
命
、
に
、
ム
ペ
引
法

一
（
一
条
は
、
年
長
f
H
h
に
よ
，
丙
品
川
ペ
ル
わ
け
目
己
株
式
処
分
が
な
さ
れ
4

句
ぶ
仕
h
L
F
L
U

－ι
規
定
て
去
る
か
ら
、
出
仮
処
分
決
定
の
町
勺
も
会

吐
山
一
ヘ
ノ
来
を
制
止
泊
同
一
一
る
』
白
川
ヨ
円
一
向
。
と
辺
柄
3

ご
れ
る
孟
へ
れ
村
吉
摂
？
ど
日
）
一
ー
ハ
守
つ

ヘ
ロ
一
鳥
山
犬
小
判
制
」
ヘ
f
祖
十
一
事
判
ハ
刊
＝
八
円
勺
（
ペ
ベ
一
九
行
士
万
戸
一
、

r県
山
市
郎
柿
「
ム
訂
性
礼
コ
ン
メ
タ
ル
エ
ハ
）
日

（夜宮
r

よ
広
務
、
〔
一
U

ん
司
｝
一
が
一
瓦
〔
J
U
J
U
山

T
R
M
如
、
へ
戸
」
だ
二
品
川
次
持
も
紅
民
救
持
、
も
、
会
色
注
二
ノ
条
心
釘
昨
迂
川
寸
心
余
地
を

沼
会
J

T
内
定
さ
れ
て
い
る
わ
げ
で
は
な
さ
そ
が
勺
で
v

ぬ
る
（
高

1
・

rお
1
1
ヌ
注
七
、
江
一
胤
・
計
指
立
マ
一
｝
六
台

U
T（
、
江
参
叫
て
な
お
、

行
い
同
日
放
一
山
山
批
一
商
事
法
滞

k
F
R川ゃっ（
f

ノ
今
今
午
F

九
』
巨
は
、
会
引
い
f

仏
一
仁
生
、
「
基
つ
〈
芋

ι肝
心
J

忠良芯
T
か
す
ま
て
会
い
れ
の

改
交
の
行
為
で
あ
わ
、
形
成
権
た
る
桁
株
子
約
授
の
行
使
に
よ
ウ
～
株
式
〉
九
ル
ノ
hvu
山
原
市
学
ん
ど
れ
一
B

れ
必
い
子
ど
っ
、
↑
ん
則
合
付
債
久
へ
門
付

の
制
林
、
f
約
一
弘
が
元
行
vx
れ
に
ゆ
い
、
非
述
恰
告
を
主
別
的
｝
取
り
扱
う
こ
／
に
コ
い
て
の
取

mr巧
宍
の
決
定
が
さ
c
れ
る
場
合
な
ど
、
会
付
心

徒
出
合
円
み
か
介

f
す
る
場
合
に
は
、
例
判
的
に
同
条
の
銭
抗
沼
市
に
英
一

J

》、止
U
め
が
去
り
ら
れ
る

ι
さ
れ
る

九
三
！
日
本
・
剖
指
t
l
F
4
J

一
七
百
円
一
こ

一
目
、
平
成
一
一
年
月
説
法
1
4
4
に
h
h
L
プ
町
出
制
／
キ
議
会
、
打
性
法
都
公
に
お
け
7

匂
一
市
論
で
も
、
苅
松
子
約
f

惟
♂
一
法
的
件
当
R
H

？
形
成
維
に
忠
一

き
て
が
刷
説
ノ
一
三
Lれ
て
い
ヒ
υ

た
Lγ
、
ど
こ
で
刀
が
け
は
持
正
官
同
に
つ
い
て
、
亨
務
同
は
、
株
利
占
グ
意
思
衣
巾
に
一
勺J

て
た
刊
の
発
行

特
持
生

J
f
y
E、
一
ピ
令
戸
川
権
問
係
ト
ど
止
じ
さ
吠
全
一
市
長
怖
で
の
る
℃
説
明
そ
し
る
一
法
制
い
を
知
人
お
J
Z
辻
法
引
会
栴
川
河
完
治
（
平
成
↓

一
午
戸
汀
一
八
日
間
限
一
託
手
川
町
J

c

一
一
三
？
本
－

w
一山持汚（
4
～
一
回
＝
立
リ
凡
な
店
、
主
掲
仁
一

J

多
目
f

ヘ
口
一
こ
よ
し
た
も
集
株
式
出
fV4守
に
引
け
る
談
前
〆
〕
の
均
苛
日
勺
一
、
一
利
株
ず
約
批
併
の
行
使
に
乙
も
な
う
株
人
全
け
且
一
一
～
九
九
＝
μ
川市
V

＋
執
務
「
L

て
行

わ
守
れ
る
こ
乙
は
、
一
い
「
誌
持
ぷ
J

元
行
川
守
の
危

Fr
ん
♂
一
認
め
き
と
の
妨
げ
に
、
ゆ
と
つ
な
い
v
と
「
る
も
っ
L

一
し
て
も
ア
什
料
ソ
一
致
い
川
小
川
足
以
司
尚
涜
心

大
山
山
川
紺
み
の
検
討
）
山
内
ギ
七
二
一
J

～
r
L
f
L
r
l

’l

二
？
と
自
己
ム
ヘ
打
、
全
長
雌
々
へ
判
批
主
刊
ケ
一
心
こ
九
年
、
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1
4
H
以
k
l
、
I
八M
作
。
前
抱
i
一
じ
六
司
事
問

J

立
九
九
、
に
な
時

A

J

伐
の
わ
が
一
向
に
お
け
る
敵
斗
的
説
収
の
可
品
川
注
解
和
尚
一
家

以
崇
日
？
「
V
A

え
ミ
攻
防
力
以
古
川
総
数
日
刊
町
三
氏
防
衛
指
針
主
一
知
一
財
政
事
情
川
辺
町
一
人
1
一
（
ハ
り
九
ぷ
｝
一
一
円
一
一
店
、
松

l
e
前
対
比
一
2
）
一
人
民
は
、
民
収
初
同
誌
と
し
て
先
行
マ
れ
／
苅
抹
子
川
町
栓
L

，f
一合一
U
L
J
片
山
収
庇
の
得
在
ず
る
苅
伝
子
約
梓
L
Y
一帯ノ行

J

了
。
行
為

ゾ
リ
一
件
刊
子
約
科
一
山
ム
宣
言
に
っ
て
行
怨
さ
れ
る
て
／
｝
ヤ
訪
止
し
な
い
乙
い
う
不
以
H
A
i
r－
尚
一
一
み
れ
ば
、
三
円
、
ー
を
ム
マ
斗
ー
の
行
為
ノ
一
考
え
る
こ

／
ιMで
F
7
2
k
乙
示
即
出
｝
、
ヘ
二
祉
法

C
誌
の
類
推
也
河
川
リ
ハ

ρ
め
ら
札
る

μ
3れム匂ュ

ヘ
刊
ぬ
）
り
↓
叶
民
党
一
一
叫
読
む
論
者
で
あ
る
江
民
投
い
い
は
、
昧
÷
に
己
め
い
リ
一
れ
る
似
氾
八
ん
の
山
げ
に
こ
二
一
、
京
株
可
市
栓
の
お
γ
一
付
川
町
一
一
司
心
訴
み
や
一
ポ
ギ
一

し
中
る
仮
処
へ
な
の
斤
t
J

て
の
は
か
、
必
取
締
伐
ん
号
、
析
は
予
約
握
。
ノ
ペ
慣
に
つ
い
f
h
r
J丸
な
決
訟
を
「
↑
ー
っ
三
と
き
に
は
、
当
該
取
締
沼
会

日
設
が
ん
制
効
で
あ
る
冶

f一
心
確
認
訴
惟
を
核
保
人
情
柱
利
ζ

し
て
、
良
仕
ァ

T♂

7
Q
試
林

y
約
権
行
中
～
者
に
メ
ヘ
一
oJ
る
い
椋
品
川
父
ハ
刊
f
7
L一
市
山
い
す
る
仮
処

小
川
一
辺
）
新
株
J
P

ヲ
釣
格
山
一
ノ
汀
同
が
加
設
な
鳩
ん
μ
で
、
株
式
べ
刊
行
心
V

叫
ア
斗
え
？
必
去
に
あ
る
－
併
す
今
場
ム
け
に
は
、
山
『
ア
刊
一
詐
え
の
一
芥
拾
を
被

保
全
怜
利
1

」Y
二
三
r
バ
引
日
よ
る
一
新
株
ず
J
約
昨
汗
何
者
川
対
ず
る
い
料
ム
ヰ
守
λγ
」
川
小
止
ヶ
る
仮
処
分
な
）
、
さ
ま
さ
ま
な
パ
川
工

l
シ
↓
〆
の
ば
処

分
の
ド
げ
亡
を
昼
げ
て
J

L

リ
一
れ
る
一
江
町
立
T

一
ム
『
郎
一
事
前
の
山
只
収
皮
切
k
l｜
完
封
時
の
向
忠
一
以
り
又
配
目
立
号
一
～

J

～
／
一
ん
午
一
一

ベL
J

こ
か
に
、
ふ
れ
り
の

K
M℃
苛
の
中
i
J

て
で
お
お
よ
そ
の
場
合
口
刈
処
一
じ
、
プ
る
で
あ
ろ
ろ
？
刀
、
～
だ
、
一
三
、
マ
心
持
ム
に
け
刈
処
で
き
る

と
は
山
ら
な
い
一
J

r

f

／
ば
、
件
料
公
不
発
汁
会
社
に
お
け
る
新
株
子
山
仰
い
倍
、
三
尚
北
な
行
憤
い
乙
J
L
守
つ
松
ー
へ
企
可
比
一
一
売
し
止
め
一
ム
よ
こ
す
る

明
八
口
な
ど
は
、
ム
九
位
小
W
R諦
役

λ

式
決
作
成
が
入
j

ご
と
に
も

ι
る
と
乙
株
式
J

元

h
A寸
の
知
山
知
弔
問
は
な
く
↓
左
U
主
同
の
一
凡
日
目
め
る
場
人
口
も
あ
る

（
た
し
え
店
主
人
で
な
い
い
問
来
門
店
比
の
場
企
よ
ど
一
ご
了
日

J

吋
コ
れ
は
、
会
計
さ
ハ
条
の
相
指
追
川
市
に
主
で
つ
く
i
t

！
止
め
で
な
汁
れ
は

汁
処
イ
さ
な
v
の
で
は
な
か
ろ
ニ
ノ
カ

ぺいU
F

入
r

－
前
掲
作
一
4
～
一
ん
ヨ
リ
三
た
、

l
八M
r
o

前
掲
汗
一
じ
七
計
十
日
、
会
吐
出
二
ハ
ノ
去
の
類
推
山
一
回
に
一
民
主
芹
止
め
γ
♂
U
N
ル
ジ
ヤ

川
山
し
し
r
三
叶
株

f
J叶
椿
制
度
の
市
叫
に
刈
処
ム
パ
一
る
引
い
犯
人
ノ
ロ

l
分
で
小
い
現
状
C
出
、
多
様
な
山
花
守
山
手
段
を
白
山
山
之
へ
き
で
あ
る
こ
と

E

4

一
T
U

打
て
い
之
、
「

一
町
一
ぜ
ん
杉
－

w
一山一荷山内（
G
～

六

円

J
U

、
ピ
「
ぺ
事
件
決
定
を
士

7
泊
れ
に
引
M
L
h
い
い
と
、
に
乙
〆
ん
ば
合
同
公
吐
に
お
い
：
、
品
川
件
予
約
時
計
｛
り
発

η

が
有
利
必
ノ
行
で
あ
る

P

も
日
か
わ
白
つ
ず
杭
I
総
会
わ
承
一
芯
Jf
担
れ
ず
に
汀
J
わ
れ
た
一
い

1
4渇
べ

JV
、
新
株
子
山
初
仕
の
発
行
ヘ
J
効
り
石
川
1
［
人
件
た

に
こ
れ
に
不
制
の
あ
る
株
ム
川
l

ヴ
オ
に
桁
株
売
行
の
黒
山
訟
を
！
人
八
均
一
ノ
ゴ
了
、
か
む
き
司
令
、
し
」
に
な
る
？
、
に
こ
れ
と
は
取
引
円
安
八
一
ム
カ
甚
17
し
く
害

さ
れ
る
、
と
さ
れ
匂
C
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ヘ一γ

亡
ヘ
r
－A
削
持
、
持
（
1
一一一ーハア
J

山J
在

仏
七
！
日
本
・
剖
指
t
l
F
4
J

一
川
目
ι

一川
3
p

い
士
ゆ
る

y
イ
ツ
イ

L
J
？
に
コ
い
よ
h

、
八
百
K
T
J
V
丸ん
U
林
土
ァ
～
新
株
子
杭
梓
川
、
出
訓

P

コ
て
か
行
μふ
う
が
、
そ
の
際
、
司
y

作マぃ
A
K枠
一
北
山
幸

を
え
月
山
川
同
l
助
し
て
、

μ、
引
河
川
ノ
ヱ
ワ
」
介
？
た
さ
J
q
ι
ソ
「
せ
る
一
一
u
－
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
円
以
治
之
刊
誌
品
H
口
夫
前
桃
子
約
げ
世
証
券
の

l
場

制
！
？
と
利
川
｝
一
一
7

；
ソ
ノ
シ
マ
！
の
話
】
戸
J

荷
山
予
1
A
説

穴

U
一
サ
一
口
一
〈
リ
イ
土
台
白
司
会
判
ー
で

一
辺
、
い
円
い
戸
賀
沖
一
段
位
＆
る
訴
時
五
一
μ
日礼神戸
h
伎
と
株
式
交
わ
寺
心
効
h
u

法
ι
術
冗
八
一

L
古
今
二
号
（
〈
〈
九
年
）
八
〉

F、C
7

4

1

、

新
株

f
約
託
先
行
心
不
右
在
字
問
が
－
ゐ
，
G
場
九
三
あ
れ
ば
、

Z
レ
勾
リ
詐
、
え
の
憶
γ糾
期
制
拝
何
一
F
M
f
一も、

d
」糸川杭株会、
J
約
恨
の
拝
i

内

rν
／7Tγ
句、
1

株
式
発
行
γ

寸
（
い
効
ド
ヶ
日
間
出
二
午
ム
ω
－
本
和
五

T
一同一

へ
お
）
伏
山
e

前

時

津

守

八

口

一
、
お
）
ヘ
持
・
一
点
持
注
（

G
一
六
ゴ
（
、
松
山
町
内
注
ヘ
ハ
こ
も

rJH川
、
夫
質
的
に
号
、
松
主
同
訓
松
予
約
権
八
ル
ム
ぷ
r～
l
め
の
機
元
が

7
、え

ら
れ
な
か
2

に
こ
許
制
で
き
る
舟
討
に
民
、
り
『
L
d
A叫
伝
子
約
枠
い
の
ノ
山
内
1

ァヤ
r
L

ら
な
、
j

祢
よ
先
行
生
日
エ
ず

I
L
Y
L
r
hじ
ら
れ
る
べ
き
で
点
る
v
f

一さ

九
る
な
お
、
刈
凶
前
ぜ
，

v
T
U
J
九
一
八
Hb
も
山
花
叶
ノ
ご
ろ
で
、
後
休
一
イ
る
よ
う
に
、
折
株
ル
ヨ
料
棒
発
行
に
不
ト
行
在
市
す
刊
が
認
め
B

れ
る
場

人
一
コ
江
ペ
ヰ
「
ぷ
所
杭
子
約
椿
の
汀
慣
に
も
な
よ
y
円
札
先
行
控
の
発
止
め
4
u
d
ょ
の
つ
れ
匂
／
工
二
円
、
苅
松
子
約
f
惟
先
行
ド
ナ
ハ
ぃ

οι
山ヤル「
1
J

品
め

い
勺
わ
る
か
と
う
一
刀
心
刊
断
に
め

P
7
一
～
は
、
一
株
十

J
U
y
t一
宇
山
の
そ
わ
長

h
u
A求
セ
に
は
宅
向
の
い
サ
効
の
訴
ご
丸
山
巳
を
ず
る
こ

ι
に
よ
コ
一
よ

i
d

料
株
J
J
均
慌
労
仔
の
し
活
力
三

Hr
え
な
い
上
、
つ
に

Lμ
いJ

け
れ
て
い
L
I
J
？
と

J
h
J

ーη
重
視
ζ

れ
る
ヘ
ざ
と
制
さ
れ
る
（
午
稿
企

3
（
ご

τ
こ
Jv

た
め
、
へ
い
足
音
が
定
凶
的
日
松
ょ
に
剖
枚
、
r柏
戸
権
発
行
ぎ
止
め
の
波
へ
戸
を
与
s
’L
Y
よ
か
っ
た
ぷ
「
な
民
ハ
は
、
一
利
状

r約
同
作
品
ハ
介
「
守
ム
い
存
ヰ
に

d
当

づ
る
こ
f

人
白
河
刊
〆
r
L
判
r川
発
行
等
の
i

ケ
ム
め
が
4
4

時め

J
れ
品
川
信
「
九
A
J
U》
令
。

二

三

首

初

当

1
0
－泰司口、」

一泊
F

日
本
・
前
出
拘
L
J
7
2
J

一いい～

fhJ

一
mv
校
山
－

w一
山
一
荷
山
内
（
り
～
日
以
八
は
！
均
株
fy約
能
。
ι

咋
対
事
南
1
h
、
党
ノ
仁
り
し
お
に
戸
川
株
子
約
批
J

リ
八
北
町
に
つ
い
：

l
じ
る
助
人
口
と
、
発

η

治
～
ャ
九
割
林
J
J
約
仏
恨
の
行
使
｝
つ
い
て
予
均
事
出

m
牛
じ
る
よ
芝
、
）
け
い
九

n
、
誌
が
い
の
場
ん
ご
～
も
、
－
副
社

N
f約
権
た
け
王
…
効
川
町
一
九
え
の
河
川
詳
羽
山

対
げ
～
れ
れ
ば
、
同
片
山
内
4
h
v

訴
え
ん
｝
u
i
一
止
げ
よ
ι
る
と
解
さ
れ
て
し
る
ー
ゼ
お
、
前
閉
山
内
川
（

3
）
も
か
J

町、－

一川
v

二
れ
に
対
し
、
松
山
，

L元
凶

2
J

九
九
店
、
新
株
子
州
一
揺
り
光
ノ
イ
一
日
伊
に
は
ね
庇
が
な
く
、
析
は
チ
約
惟
の
「
「
悦
に
閉
し
て
民
説
中
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次
る
に
す
ぎ
な
均
台
に
も
阿
川
乙
？
〈
、
京
株
予
約
格
発
ノ
什
鼎
刈
の
訴
え
の
託
一
司
期
間
心
経
「
」
前
に
限
っ
と
ノ
吉
村
法
一
（
ノ
一
久
人
心
怯
前
官

用
に
よ
る
f
J

止
め
引
訟
め
つ
れ
る
E
さ
れ
る
）

一引h
p

げ吟い
F

・
前
出
拘
L
J
ヘ川川

J

一
八
九
百
、
松
山
ゃ

F

削
持
L
J
一
円
一
八
己
こ
れ
に
い
川

L
、
川
一
£
救
持
は
、
苅
林
4
7
w
m怯
発
行
に
無
効
中
r
F
が
為
る

川
崎
台
、
当
f
A
L
F
株
ァ
約
持

u
hル
ぺ
ん
に
乙
も
な
う
株
式
売
汀
世
一
ー
に
つ
い
て
は
、
京
訂
正
味
l
ん
刊
一
汀
等
ヨ
切
り
訴
え
を
’
付
た
ず
に
当
民
、
に
句
切
で
あ
F
F
d

／
さ
れ
る
の
で
、
－
介
林
〈
J
M
J
権
ず
か
げ
慌
さ
れ
に
わ
ず
市
祈
特
〈
J
約
梓
八
十
一
汀
炉
均
の
説
、
え
の
姥
か
河
問
の
経
過
伎
で
あ
る
比
九
九
～
も
、
杭
下
ば
年
効

土
↓
一
以
て
も
〈
る
こ
と
に
な
ハ

J

に
力
し
、
役
へ
ハ
心
ず
る
士
：
ヘ

ρ

長
引
怜
子
化
川
は
い
」
小
山
行
慣
に
こ
も
な
u

フ
株
に
ぺ
t
／
行
等
に
つ
い
へ
謀
長
株
式
託
行

寺
17
郊
の
み
え

r川
河
ず
る
誌
疋
げ
か
畑
山
地
岨
店

c
れ
な

J
i
q
る
占
に
問
題
が
あ
G
よ
う
に
思
ー
わ
れ
る
（
木
清
四
1
（
ニ
）
を
照
コ

他
方
、
古
本
教
冷
は
、
f

均
株
予
約
惟
c
h九州
1
p

－
YE〕
ぼ
う
株
式
J

吉
行
持
ご
つ
い
て
わ
や
装
株
式
発

hN14
効
の
／
d
t乙
同
ず
る
規
定
PMh治
拡
注

目
さ
れ
る
と
ζ
前
日
正
に
杭
抹
子
約
品
－
に
ヘ
ど
よ
件
取
引
の
五
ふ
一
躍
が
の
要
詩
が
比
夜
小

J

ポ
ピ
」
ス
お
よ
び
秋
川
怖
か
ヲ
お
低
気
町
ん
は
注
目
山
一

危
険
三
ヘ
さ
い
こ
ー
と
か
っ
一
、
物
料
子
的
枠
が
h

使
さ
れ
一
パ
い
戸
別
牧
子
約
惟
屯
七
市
北
効
の
訴
え
の
偲
訴
羽
門
心
経
河
cKて
あ
る
い
拘
λ

汁

J
L
、

｛
む
の
予
合
に
は
、
当
許
可
戒
林

f
利
払
恨
の
行
仕
ご
」
J
D
号、

l

抹
犬
先
行
止
の
効
M
i午
う
こ
と
を
誌
1

り
る
べ
戸
て
あ
る
こ
さ
れ
る
r

土口

へ
！
引
い
静
作
一
A
1

凶
二
向
ぺ
）

v
b
i
新
机
下
約
荏
に
つ
二
、
も
取
引
の
安
主
に
相
い
い
の
配
お
ι
ど
寸
る
必
H
久
が
払
る
の
は
臥
山
止
の
と
五
V

I
号
匂
へ
本
高
ニ

2
、一〉

JAG
－
し
た
が
二
、
、
刻
松
？
約
昨
日
行
使
さ
れ
た
の
が
判
状
子
約
権
発
一
汗
下
、
効
（
り
両
え
の
提
訴
川
出
わ
経
過

後
γ

ぬ
る
場
合
に
、
当
該
宗
味
予
約
九
世
小
山
引
法
に
こ
も
ハ
か
う
持
ベ
J

五
行
持
V

の
沼

h
E斗
さ
い
こ
を
誌
一
一
一
令
へ
お
f

一
で
で
4
L
C
vも、
p
r

れ
は
干

株
J
f
約
枠
冗
「
ト
J

k

f小
F

行
在
車
市
ペ
J

認
り
ら
れ
る
場
ヘ
ロ
に
限
A
V

へ
き
ょ
え
に
巴
わ
れ
る
ド
な
記
、

I
川
本
山
川
町
授
は
、
右
同

1

一
氾
心
川
崎
ヘ
口
」
と
〕
て

い
く
つ
か
ど
川
、
作
例
V
J
一41引
い
て
山
ら
れ
る
刀
、
そ
れ
は
、
u
p、
見
で
苅
抹
子
川
町
栓
代
U
J

行
」
ぷ
む
引
事
山
口
市
川
U
品
川
グ
ら
れ
る
場
九
九
f
ζ

日
山
王
子
亘
h
b
J

て
い
る
古
う
と
れ
い
主

3
、

2

ぱ
担
正
一
位
）
整
問
、
、
一
天
r
以
内
な
結
論
に
デ
つ
壬
う
あ
る
1

わ
け

p
は
な
い

（
泣
一
時
計
e

h

特
注
－

m
一
一
山
山
一
本
ノ

mF

へ
お
）
止
一
疋
e

前
時
津
守
一
一
口
、
L

」
三
五
日
参
同

一
川
出
ィ
？
本
v
M

日
「
刊
批
一
人
中
限
荷
半
刊
例
一
一
じ
」
一
勺
二
一
い

J

八
六
仇
）
斗

l

六
勺
、
は
、
之
は
な
新
廿
件
、
hy約
権
行
問
に
し
る
～
ナ
ブ
株
式
発
坪
芯

に
づ
い
亡
、
三
う
し
た
士
宮
下
の
に
よ
長
と
さ
れ
と
い
J
Q
J
ζ

た
、
内
木
古
掲
注
工
一
」
凶
同
巨
参
店
、

u

J

5

y

パ
た
健
杭
株
売

h
に
よ
る
見
r行
株
一
の
法
益
口
市
五
日
一
モ
心
政
涜

J

円
一
新
株
発
行
mu
メ
カ
一
千
人

L
J〕
川
山
相
「
三
円
一
同
氏
経
済
吐
、

。
口
一
七
年
、
初
山
ん
ヘ
γ

え
年
〆
一
ヒ
八
究
会
一
間
ド
な
お
、
工
配
的
利
休
日
似
護
が
同
組
目
ふ
る
の
は
、
山
、
川
3

的
に
は
剥
杯
予
約
惟
心
不
公
r
人北
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行
の
ケ
ょ
で
あ
ハ
ペ
ペ
判
例
心
い
す
暗
に
よ
れ
ば
、
不
公
1
H
発
h
は
村
人
d
早
川
y

ば
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
ー
か
L
、
司
公
同
公
仕
で
は
、
塾

長
事
担
の
決
定
O

T
め
勾
詑
九
円
決
ぷ
ど
欠
ノ
J
叫
林
予
約
権
発
イ
り
う
1
ス
の
多
く
は
、
主
民
的

r
は
、
林
ー
ム
の
士
ス
配
的
利
川
刀
似
設
が
山
担
と

な

i
Jる
｜
｜
同
パ
J
に
対
烹
的
利
在
日
川
悼
み
J
1
Tい
町
四
乙
な
っ
て
る
の
よ
ω
践
例
£
／
J
J
日
｜
｜
ん
ノ
ス
で
J
A
る
と
い
足
る
c

ま
三
日
間
へ
出

せ
の
公
ボ
t
t

叫
ん
材
料
主
反
の
ケ
1
J

ス
？
七
、
三
質
的
に
は
保
工
円
支
配
的
利
益
内
決
護
戸
山
口
，
一
沢
…
乙
な
て
い
る
ろ
）
ノ
十
日
河
内
人
れ
る
そ
し
て
ゴ
フ

公
別
会
社
に
お
円
る
株
下
だ
よ
Z
決
～
誠
心
pr
へ什
L
L
Y

公
河
台
社
同
お
け
る
公
不
f
特
r
村
違
反
は
、
い
y
h
J
L

ヘ
原
則
L

J

C

）
引
払
マ
J
約
惟
発
？
の
併

泊ト一
J
い
に
に
該
当
す
ゐ
｝
す
る
見
解
が
牧
J
J
h
v
o
c

一
日
山
ィ
？
ふ
T

－
w
一
山
持
山
内
（
以
ケ
ハ
百
六
巻
目
c

二
い
立
山
市
立
以
（
い
止
場

P

げつ、
L
吉
、
本
！
日
制
料
「
約
一
件
日
一
行
俺
p
れ
る
吉
之
、
制
料
J
約
惟
三
行
Z
却
の
訴
え
が
誌
記
、
さ
れ
て
い
れ
は
、
山
県
叶
己

は
、
熱
林
J
F
仏

m
h
住
む
F

h

伎
起
に
、
一
訴
え
の
も
淀
川
～
一
、
一
氏
訴
門
ル
↓
ん
？
の
一
J

続
に
戸
。
「
て
株
式
発
h
知
的
刊
の
詳
え
に
変

zrる一
γこ
が
で
き
ス

J

と

併
さ
れ
匂
ド

一
見
一
治
ロ
d
J
h
つ
も
の
こ
じ
て
、
宋
店
出
引
い
山
伐
二
今
午

U
η
λ

日
山
川
ゴ
片
（
一
日
一
町
一
〆
〉
f
、
点
、
ポ
一
刊
行
叩
子
判
壮
一
間
半
以
附
究

J

）

tJd
二
一
、
ノ
／
ん
〆
去
、

Hv
引
恭
一
刈
批

J

ワ
一
ヒ
ミ
ア
え
ず
七
円
勺
（
二
、
ノ
／
ノ
人
ん

ι♂

4

只
、
つ
古
前
向
山
汗
｛
叶
川
、
f
i

ハ
氏
、
片

j

小
晴
彦
一
制
批
山
中
f
州
一
川
弓
（

J

仁
仏

3
J
n側
主
川
八
仁
」
ケ

J
三
ハ
、
ヘ
九
↓
）
ド
ゾ
店
、
他
t

リ
、
前
一
一
野
山
l

つ
も
り
し
て
、
何

点
前
山
市
は
ヘ
ヲ
二
八
九
士
一
U
民
正
・
二
一
川
、
本
ノ
町
「
主
だ
、
科
M
－
前
場
正
日
｝
へ
↓
二
八
円
民
、
杉
川
貴
洋
判
批
一
法
学
肘
究
八

一
巻
1
3
芳
一
一
八

J

：
九
年

J

じ
二
円
、
は
、
炉
問
朱
件
f

芯
尽
力
新
株
ナ
約
九
砕
勾
FJ何
日
場
人
口
に
つ
二
三
権
利
一
イ
向
山
k

町
ι
切
に
あ
内
、
そ
れ
に

4

J
戸、松
n
t
パ
発
行
生
ナ
im
効
力
も
庁
じ
む
い
の
〔
対
効
の
読
？
ノ
の
い
川
設
に
b
n
担
げ
な
い
「
一
三
J
恨
拠
に
、
や
は

n
山
二
説
ふ
と
ん
山
、
と
れ
て
い
る
J

ぺ
均
一
パ
不
・
前
掲
作
一
刻
～
一
ハ
ヨ
リ
三
た
、
刷
補
正
ト
一
市
川
一
一
一
烹
山
地
川
リ
成
一
年
二
月

J
h
l
z
J

ノ
什
資
条
件
に
一
止
に
ケ
廿
株
り
J
約
定
lu

－
－
使
に
L

も
ぽ
～
7
株
式
発

v
qペJhp
幼
し
さ
れ
る
根
拠
と
）
て
、
引
μ

何
十
約
一
惟
の
行
何
点
行
使
条
件
に
ι

打
、
反
す
る
場
ふ
で
あ
J

T
－J
U
、
林
↓
下
、
レ

こ
ち
γ
一
察
知
し
て
、

vR犬
J壬
行
中
｝
小
半
前
に

M
L
ι
め
る
ニ
と
が
事
実
i
fハ
可
怜

5
J
L
v
こ
と
か
常
、
t

て
い
る

一
叫
ィ
二
れ
に
対
し
、
松
山
，

L元
凶

2
J

九
九
店
、
新
株
子
州
一
揺
り
光
ノ
イ
一
日
伊
に
は
ね
庇
が
な
く
、
析
は
チ
約
惟
の
炉
悦
に
閉
し
て
民
祉
か

あ
る
に
「
ザ
一
日
い
場
ム
に
も
、
渋
川
／
！
日
＼
判
扶
マ
J
約
格
九
z
f
v
加
で
効
の
ポ
～
の
提
訴
矧
向
日
jh
戸
町
中
引
に
限
ハ
＼
当

d
判
札
予
約
梓
心
行
佐

に
L

も
h
o
h
j
株
式
売
れ
生
J

引いサバ
M

土↓一討が一三円
wpr

ら
れ
る
こ
三
れ
る
こ
の
H

？と
J

いv
て
は
、
ぺ
泊
二

2
（主）

J
u
d
b
一間

一
山
山
ィ
吉
見
、
い
一
円

J

参
回
日
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ぺ川
U
F

段
判
J
Y
J
吃
乙
立
十
月
一
人
口
氏
住
民
斗
省
一
百
川
ヘ
ノ
当

d

（
円
む
一
最
判
ド
成

h

日
間
一
い
片
じ
口
氏
υ
来
立
七
を
一
tr

二｛司

一
川
き
な
。
、
以
成
h
1
1
1以
心
事
例
で
は
、
出
寺
、
h

一
り
て
、
江
見
在
日
ヤ
悼
式
一
以
増
加
の
株
松
主
任
謀
、
川
之
内
久
で
忠
山
門
む
に
ら
一
心
決
一
一
が

不
打
在
て
あ
る
一
／
｝
、

r
J
f
小
林
光
一
げ
に
印
刷
｛
す
↑
川
和
h
r
t
Hへμ
決
議
が
小
存

ιよめ
2

に
こ
／

1
3
子
治
味
パ
北
ノ
什
凶
え
よ
衣
以
前
段
が
不
知
心
出
に
山
札

結
役
で
）
な
川
知
用
人
に
よ
ノ
、
勝
「
に
汀
わ
れ
に
も
の
て
あ
る
と
、
市
一
株
主
へ
の
ほ
叫
林
八
七
げ
に
悶
』
る
通
知
合
f

々r
y
r
し
に
い

μ
い
こ

！
ス
伊
一
有
効
人
口
払
一
止
み
？
の
コ
た
ζ

は
誌
は
い
ノ
九
一
札
1

ぜ
い
こ
ζ

、
必
一
へ
京
、
と
の
土
肥
絡
や
体
υ

V

H

C

U

ベノ
ζ

す
る
置
刈
一
で
科
株
九
九
行
U
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